
口

絵
皿
阪
神
･
淡
路
大
震
災

特

集
/
阪
神

･
淡
路
大
震
災

阪
神
･
淡
路
大
震
災
に
よ
る
阪
神
高
速
道
路
の
交
通
規
制
と
開
通
状
況
に
つ
い
て

阪
神
高
速
道
路
公
団
業
務
部
経
済
課
課
長
補
佐

志
野

幸
功

1

阪
神
･
淡
路
大
震
災
に
よ
る
高
速
自
動
車
国
道
等
の
被
災
と
復
旧
に
つ
い
て

日
本
道
路
公
団
保
全
交
通
部
保
全
企
画
課
調
査
役

柳

M裕
昭

7

阪
神
･
淡
路
大
震
災
と
本
州
四
国
連
絡
道
路
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
企
画
開
発
部
次
長

神

弘
夫

胎

P
H
s
無
線
基
地
局
の
道
路
占
用
の
取
扱
い
に
つ
い
て
道
路
局
路
政
課
占
用
係
長

矢
島

靖

芻

道
路
局
の
組
織
編
成
に
つ
い
て
道
路
局
道
路
総
務
課
前
予
算
第
二
係
長

大
野

和
也

"

｢道
の
駅
｣
に
つ
い
て
道
路
局
国
道
課
道
路
整
備
調
整
室
係
長

島
村

喜
一

卸

表紙について :道路の附属物 (並木、 街灯、 里程表、 道路標識) をデザインしました。

本
州
四
国
連
絡
道
路
に
お
け
る
管
理
概
要
及
び
道
路
情
報
提
供
施
設
に
つ
い
て
(道
路
管
理
の
実
態
報
告
)

本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
業
務
部
管
理
課
･
同

維
持
施
設
部
維
持
企
画
課

節

特
殊
車
両
の
通
行
許
可
制
度
に
つ
い
て

(そ
の
4
)
道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
技
術
係

“

道路行政セミナ醐

シ
リ
ー
ズ
/
あ
の
道

こ
の
道

中
山
道
を
自
然
と
歴
史
と
ロ
マ
ン
の
道
に
埼
玉
県
大
宮
土
木
事
務
所

雨
宮

恒
夫

瑯

会
津
の
道
を
訪
ね
て
福
島
県
土
木
部
道
路
維
持
課
主
幹
兼
課
長
補
佐

菅
野

光
男

邱

圏
時
･
時
･
時
!

和

一
本
誌
の
掲
載
文
は
、
執
筆
者
が
個
人
の
責
任
に
お

…
い
て
自
由
に
書
く
建
前
を
と
っ
て
お
り
ま
す
。
し
た

…

…が
っ
て
意
見
に
わ
た
る
部
分
は
個
人
の
見
解
で
す
。

-

一
ま
た
肩
書
等
は
原
稿
執
筆
時
お
よ
び
座
談
会
等
実
施

…

一
時
の
も
の
で
す
。



阪
神
･
淡
路
大
震
災
に
よ
る
阪
神
高
速
道
路
の

交
通
規
制
と
開
通
状
況
に
つ
い
て

表 1 地震ランクと交通規制措置の対応

震

クン

侭地
-フ 加 速 度

度
粉
震
鯵

北神戸線以外の路線 北神戸線

様 オンランプ 様 オンランプ
11 25 ~ 80 ガル未満 4程度 -ホ美“

昔
心

一不-表盛忌洋一 羸轆 檄
り" 80 ~150 ガル未満 霰

斑
蒜灘 離 羸轆 鞠

QJ 150 ガル以上 蒜籟 願 淋轆 幟

阪
神
高
速
道
路
公
団
業
務
部
経
済
課
課
長
補
佐

志
野

幸
功

一

は
じ
め
に

平
成
七
年
一
月
一
七
日
"
の
未
明
に
発
生
し
た
兵
庫
県

南
部
地
震
は
、
神
戸
市
、
阪
神
間
臨
海
部
な
ど
に
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
た
。
阪
神
高
速
道
路
で
も
特
に
兵
庫
地

区
の
路
線
に
お
い
て
、
道
路
構
造
物
の
倒
壊
、
落
橋
な
ど

の
大
き
な
被
害
が
発
生
し
、
被
災
か
ら
数
ヶ
月
経
過
し
た

現
在
に
お
い
て
も
、
三
号
神
戸
線
及
び
五
号
湾
岸
線
が
全

面
復
旧
に
は
至
っ
て
い
な
く
、
通
行
止
め
の
状
態
と
な
っ

た
ま
ま
で
あ
る
o

こ
こ
に
、
地
震
発
生
直
後
に
実
施
し
た
阪
神
高
速
道
路

の
全
線
に
渡
る
通
行
止
め
、
各
路
線
の
復
旧
に
伴
っ
て
段

階
的
に
実
施
し
た
開
通
状
況
及
び
、
そ
の
時
点
に
お
い
て
、

利
用
者
の
利
便
を
考
慮
し
て
導
入
を
図
っ
た
乗
り
継
ぎ
制

度
実
施
の
変
遷
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
復
興
事
業
の
た

め
に
必
要
な
輸
送
を
確
保
す
る
た
め
に
実
施
さ
れ
た
、
災

害
対
策
基
本
法
な
ど
に
よ
る
一
般
車
両
の
通
行
規
制
の
内

容
を
ま
と
め
、
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
一
今
回
の
地
震
に
よ
る
阪
神
高
速
道
路
の
通

行
止
め
及
び
被
害
状
況

ゆ

通
行
止
め
状
況

阪
神
高
速
道
路
に
お
い
て
は
、
地
震
が
発
生
し
た
場
合

に
震
度
等
の
地
震
ラ
ン
ク
に
応
じ
て
交
通
規
制
を
実
施
す

る
こ
と
と
し
て
い
る

(表
ー
参
照
)。
今
回
の
地
震
は
最

大
震
度
七
の
超
大
型
地
震
で
あ
っ
た
た
め
、
発
生
直
後
に

兵
庫
地
区
、
大
阪
地
区
と
も
に
、
全
線
を
通
行
止
め
と
す

る
交
通
規
制
を
実
施
し
た
。

道行セ 95.4 ノ



②

被
害
状
況

今
回
の
地
震
に
よ
る
被
害
は
、
兵
庫
地
区
の
路
線
を
中

心
に
大
阪
地
区
の
路
線
も
含
め
広
範
囲
に
渡
っ
て
い
る
が
、

特
に
被
害
が
大
き
い
も
の
は
、
下
記
の
三
路
線
で
あ
っ
た
。

①

三
号
神
戸
線
･ー
･道
路
構
造
物
の
倒
壊
、
落
橋
な

ど
に
よ
る
武
庫
川
ラ
ン
プ
以
西

の
区
間

②

五
号
湾
岸
線
!
･･･落
橋
な
ど
に
よ
る
鳴
尾
浜
ラ
ン

プ
以
西
の
区
間

③

七
号
北
神
戸
線
･･････落
橋
な
ど
に
よ
る
箕
谷
ラ
ン

プ
-
藍
那
ラ
ン
プ
区
間

三

開
通
状
況
の
変
遷

の

開
通
に
あ
た
っ
て
の
考
え
方

今
回
の
地
震
に
よ
り
阪
神
都
市
間
の
交
通
施
設
は
、
鉄

道
、
道
路
と
も
に
、
甚
大
な
被
害
を
受
け
麻
痺
状
態
に
陥
っ

た
が
、
被
災
地
へ
の
復
興
物
資
の
輸
送
や
被
災
者
の
移
動

手
段
確
保
の
た
め
に
も
、
早
急
な
道
路
の
復
旧
が
不
可
欠

で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
当
公
団
と
し
て
も
完
全
な
復

旧
作
業
の
完
了
を
待
つ
こ
と
な
く
、
利
用
者
の
通
行
に
支

障
の
な
い
安
全
性
を
確
保
し
た
状
態
で
、
随
時
、
通
行
可

能
な
路
線
を
開
通
さ
せ
た
上
で
復
旧
作
業
を
継
続
し
、
完

全
復
旧
を
目
指
す
と
い
う
方
針
を
と
る
こ
と
と
し
た
。

ま
た
、
そ
の
よ
う
な
趣
旨
で
路
線
を
開
通
さ
せ
て
ゆ
く

た
め
、
阪
神
高
速
道
路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
の
機
能

が
分
断
さ
れ
た
状
態
と
な
り
、
利
用
者
に
対
し
て
平
常
時

と
同
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ

た
が
、
可
能
な
限
り
乗
り
継
ぎ
制
度
を
導
入
し
、
開
通
区

間
の
有
効
利
用
と
利
用
者
の
利
便
性
の
確
保
を
図
る
こ
と

と
し
た
。

②

開
通
状
況
の
変
遷

今
回
の
地
震
発
生
約
四
二
時
間
後
の
一
月
一
九
日
午
前

○
時
に
、
一
四
号
松
原
線

(夕
陽
丘
入
口
、
な
ん
ば
出
ロ
ー

松
原
J
C
T
区
間
)
を
全
線
通
行
止
め
実
施
後
、
始
め
て

開
通
さ
せ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
後
、
十
数
回
に
分
け

て
各
路
線
･
区
間
の
開
通
を
行
っ
て
い
る

(図
1
次
ペ
ー

ジ
参
照
)。

③

乗
り
継
ぎ
制
度
の
導
入

大
阪
地
区
に
お
い
て
は
、
段
階
的
な
路
線
･
区
間
の
開

通
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
そ
の
開
通
区
間
の
有

効
利
用
を
図
り
、
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
に
努
め
る
べ

き
こ
と
か
ら
、
乗
り
継
制
度
に
つ
い
て
一
月

一
九
日
に
運

輸
･
建
設
両
大
臣
よ
り
新
た
な
認
可
を
得
た
と
こ
ろ
で
あ

る

(注
1
参
照
)。

原
則
と
し
て
、
各
路
線
の
大
阪
都
心
方
向
の
料
金
所
に

お
い
て
、
す
べ
て
の
自
動
車
に
乗
継
券
を
発
行
し
、
乗
り

継
ぐ
路
線
の
最
初
の
入
ロ
で
乗
継
券
を
提
出
す
る
方
法
に

よ
り
、
同
月
二
〇
日
午
前
○
時
か
ら
、
一
三
号
東
大
阪
線

及
び
一
四
号
松
原
線

(乗
継
箇
所
は
、
一
号
環
状
線
の
夕

陽
丘
入
ロ
及
び
な
ん
ば
出
ロ
)
と
一
六
号
大
阪
港
線

(四

号
湾
岸
線
を
含
む
)
と
の
間
に
お
い
て
、
最
初
の
乗
り
継

ぎ
制
度
を
実
施
し
、
そ
の
後
新
た
に
開
通
さ
せ
る
路
線
･

表 2 段階的開通に伴う乗り継ぎ制度実施の経緯

地 路線 山 路 綿 入 路
開 始 廃 止 実施期間

日 噛 口= 劇 臼" 馴
1.｣ 野 森之宮 ↓ 爵 阿波座 ]月20日 ○時ヨリ 1月24日 6時マデ 俎 6時間
り“ 鍔 西長堀 ↓ 踞 森之宮 1月20H 0時ヨリ 1月25月 0時マデ 塒
QU 鍔 なんば ↓ 碍 阿波座 1月20日 0時ヨリ 1月24日 6時マデ 姐 6時間
れ性 鍔 西長堀 ↓ 跨 夕陽丘 1月20n 0時ヨリ 1月25ロ 0時マデ 纜
ro 熊 北津守 ↓ 碍 潴 1月20日 22時ヨリ 1月28H 0時マデ 伯 2時間
AV 踞許 ↓ 賜 森之宮 1月20n 22日奔ヨリ 1月25日 0時マデ 烟 獺ワー 鵜 森之宮 ↓ 碍 瀞 1月20日 22時ヨリ 1月25n 0時マデ 婿 2時間
RU 猾 鰓 ↓ 錫 森之宮劇 削時 鰺 ヂマ時nU 祖
q) 号 腿 ↓ 鳩 夕陽丘鰄 勃時Û 湖 ザ時 狽m 脂 森之宮 ↓ 鍔 鰺 鰡 砂時AV 獅 デマ時 節 細
11 号 なんば ↓ 騰 減 鰡鰯脇 ず時 劇12 愕 信濃橋 ↓ 鍔 踪 鰡 少時nU 卿 ず時 川 聞塒
蜷 碍 西長堀 ↓ 鳩 信濃橋鰡 砂時ny 鰯 が時 坩 鰤14 号 鰓 ↓ 号 信濃橋朔 拗時nU 劇 ず鴉 田瀦15 胴 森之宮 ↓ 騰 法円坂鰡 沙時 卿 が時 川 鏑16 鴛 南森町 ↓ ロ方 高麗橋鰡 効時AV 卿 ず時 加囃" 鴉 南森町 ↓ 晦減 鰄 秒時AV 卿 ザ塒 鯛 鰤
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区
間
が
あ
る
度
に
、
可
能
な
限
り
の
乗
り
継
ぎ
制
度
を
導

入
し
て
い
っ
た

(表
2
参
照
)。

注
1

平
成
七
年
一
月
一
九
日
付
料
金
の
変
更
に
係
る
認
可
事
項

の

兵
庫
県
南
部
地
震
に
伴
う
道
路
の
損
壊
等
に
よ
り
、
通
行
を
禁

止
さ
れ
た
区
間
に
つ
い
て
他
の
道
路
を
通
行
せ
ざ
る
を
得
な
い
た

め
、
阪
神
東
線
を
二
回
に
わ
た
っ
て
通
行
す
る
場
合
に
お
い
て
、

来
継
券
を
料
金
所
で
提
出
す
る
自
動
車
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
一

回
の
通
行
と
み
な
し
て
、
阪
神
東
線
の
通
常
料
金
を
徴
収
す
る
。

②

平
成
七
年
一
月
二
〇
日
か
ら
実
施
す
る
。
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図 1 今回の地震による阪神高速道路の段階的開通状況



表 3 今回実施された交通規制の種類

区 分 根拠法令 規制内容 期 間

緊急輸送ルート 礁
条
の

第
4

あ

法

第

も

本

法

の

基

通

も

策
交
る

対

路

よ

害
道
に

災
(

限撫
胛
を行通の外以両蝉輸▲急緊 日

]評
復興物資
輸送ルート

道路交通法第 4 条 燃スが及止
両
禁
車
を
送

行

輪
通
資
の

物
両鰊鱗

珊自ら
2

か

生活 復興関連
物資輸送ルート 鰄テ多趾ス鏑

バ
通
転
勤
鰯
蝉

四

災
害
対
策
基
本
法
な
ど
に
よ
る
交
通
規
制

の
実
施
内
容

の

交
通
規
制
の
実
施
状
況

神
戸
市
、
阪
神
間
の
被
災
地
周
辺
で
は
、
今
回
の
地
震

発
生
直
後
よ
り
緊
急
物
資
等
の
円
滑
な
輸
送
の
確
保
を
図

る
た
め
に
、
災
害
対
策
基
本
法
な
ど
に
基
づ
き
、
主
要
幹

線
道
路
に
お
い
て
一
般
車
両
の
通
行
を
制
限
す
る
交
通
規

制
が
実
施
さ
れ
て
き
た
が
、
二
月
二
五
日
か
ら
は
、
被
災

地
の
復
興
事
業
の
本
格
化
に
伴
う
復
興
物
質
の
輸
送
及
び

市
民
生
活
に
も
配
慮
し
た
交
通
規
制
が
実
施
さ
れ
て
い
る

(表
3
参
照
)。

②

阪
神
高
速
道
路
に
お
け
る
交
通
規
制
実
施
内
容

阪
神
高
速
道
路
に
お
け
る
災
害
対
策
基
本
法
等
に
基
づ

く
災
害
時
の
交
通
規
制
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
地
震
発
生

日
か
ら
路
線
の
復
旧
状
況
と
他
の
幹
線
道
路
の
走
行
状
態

と
を
勘
案
し
、
緊
急
物
資
の
輸
送
を
優
先
さ
せ
る
た
め
、

七
号
北
神
戸
線
に
つ
い
て
は
災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ
き
、

ま
た
、
東
方
面
か
ら
神
戸
市
方
面
へ
の
輸
送
ル
ー
ト
を
確

保
す
る
た
め
、
一
三
号
東
大
阪
線
、
一
六
号
大
阪
港
線
、

五
号
湾
岸
線
な
ど
に
つ
い
て
は
道
路
交
通
法
に
基
づ
き
、

そ
れ
ぞ
れ
実
施
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
の
後
、
被
災
地
の
復
興
事
業
の
本
格
化
に
伴
い
、
二

月
二
四
日
を
も
っ
て
災
害
対
策
基
本
法
及
び
道
路
交
通
法

に
よ
る
交
通
規
制
が
一
旦
解
除
さ
れ
、
二
月
二
五
日
か
ら

は
道
路
交
通
法
に
基
づ
き
新
た
に
五
号
湾
岸
線
に

｢復
興

物
資
輸
送
ル
ー
ト
｣
及
び
七
号
北
神
戸
線
に

｢生
活
･
復

興
関
連
物
資
輸
送
ル
ー
ト
｣
が
そ
れ
ぞ
れ
設
定
さ
れ
、
被

災
地
へ
の
復
興
物
資
の
輸
送
を
主
眼
と
し
て
生
活
関
連
物

資
の
輸
送
に
も
配
慮
し
た
ル
ー
ト
が
指
定
さ
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
円
滑
な
交
通
流
動
の
確
保
が
図
ら
れ
て
い
る

(表

4
参
照
)
。

表 4 阪神高速道路において実施された主な交通規制

粉 対象路線区間 蠣
緊急輸送ルート

(災害対策基本法によるもの)

7号北神戸線伊川谷 JC T ~ 7 号北神戸線藍那 (東““ 1 / 22 0:00 ~ 1 / 26 0:00

行疎鯲線神北号~賦俗瀞戸騎号 鮠第“~纖し復興物資輸送ルート

蠣纖臟礬
搬
麒
~
兵溺縮極

皺
顧
号
鳴

~即第"

生活 復興関連物資輸送ルート 行疎鯲藤酬号~廟谷==伊枦淋号 ~加25"

4 道行セ 95.4



五

阪
神
高
速
道
路
に
お
け
る
通
行
料
金
の
免

除
措
置

の

北
神
戸
線
の
無
料
通
行
措
置

今
回
の
地
震
に
よ
り
神
戸
市
内
の
道
路
が
損
壊
し
、
神

戸
市
中
心
部
か
ら
西
側
の
地
域
に
つ
い
て
は
主
な
幹
線
道

路
が
通
行
止
め
状
態
と
な
り
、
当
該
地
域
で
の
東
西
の
交

通
を
確
保
す
る
た
め
、
そ
れ
ら
の
代
替
道
路
と
し
て
、
通

行
が
可
能
で
あ
っ
た
七
号
北
神
戸
線
が
位
置
付
け
ら
れ
、

一
月
一
九
日
午
前
三
時
か
ら
七
号
北
神
戸
線
を
通
行
す
る

自
動
車
に
対
し
て
無
料
通
行
が
で
き
る
こ
と
と
な
る
措

置
が
と
ら
れ
、
利
用
の
促
進
が
図
ら
れ
て
き
た

(注
2

参
照
)。

そ
の
後
、
当
該
地
域
の
幹
線
道
路
も
あ
る
程
度
通
行
可

能
な
状
態
に
ま
で
復
旧
し
た
こ
と
に
鑑
み
、
三
月
一
日
よ

り
有
料
通
行
と
な
る
現
状
に
戻
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

注
2

道
路
整
備
特
別
措
置
法
施
行
令
第
六
条

(料
金
を
徴
収
し
な
い

車
両
)
に
基
づ
き
、
今
回
新
た
に
運
輸
大
臣
及
び
建
設
大
臣
に
よ

り
定
め
ら
れ
た
。
(平
成
七
年
一
月
一
八
日
付
け
に
よ
る
)

②

緊
急
物
資
輸
送
車
両
に
対
す
る
通
行
料
金
の
免
除
措
置

災
害
救
援
の
た
め
使
用
す
る
自
動
車
に
つ
い
て
は
、
道

路
整
備
特
別
措
置
法
施
行
令
第
六
条
に
基
づ
き
料
金
を
徴

収
し
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
阪
神
高
速
道
路
に
お
い

3
月
~8
日

5
〉

3
月
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日
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月
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日
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2
月
26
日

2
月
24
日

2
月
22
日

2
月
20
日

2
月
18
日

2
月
16
日

2
月
14
日

2
月
12
日

2
月
10
日

2
月
8
日

2
月
“6
日

2
月
“4
日

2
日
~2
日

1
月
視
日

1
月
29
日

1
月
27
日

1
月
節
日

1
月
23
日

1
月
21
日

1
月
19
日

図 2 神戸線利用交通量の推移
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て
は
、

一
月

一
九
日
か
ら

一
ヶ
月
間
を
目
途
と
し
て
緊
急

日台

卸

00

00

00

00

00

00

00

00

物
資
の
輸
送
に
使
用
さ
れ
る
自
動
車
に
つ
い
て
無
料
通
行

,

靴
衞

40

35

卸

節

即

15

10

5

措
置
を
と
っ
て
き
た
が
、
そ
の
後
の
通
用
期
間
の
二
ヶ
月

(

交
通
量



表 5 緊急物資輸送車両の通行状況

車 種 1月(17日 ~ 31日) 2月合 計

緊急車両通行台数

(構成比)
44

%
48

%統筋
93

%

銭

忍

10

6
L
′

総通行台数

鞠蘂燃

間
の
延
長
に
伴
い
、
円
滑
か
つ
厳
正
な
運
用
を
確
保
す
る

た
め
、
地
方
公
共
団
体
が
発
行
す
る

｢災
害
派
遣
等
従
事

車
両
証
明
書
｣
を
提
出
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
無
料
通
行

を
認
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

単位 :台 る

六

お
わ
り
に

現
在
、
被
災
地
の
復
興
も
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
で
お
り
、

阪
神
高
速
道
路
に
お
い
て
も
阪
神
間
の
更
な
る
動
線
の
確

保
の
た
め
に
、
五
号
湾
岸
線
の
応
急
復
旧
後
の
早
急
な
開

通
を
目
指
し
て
お
り
、
さ
ら
に
、
今
後
は
三
号
神
戸
線
の

早
期
の
全
面
復
旧
に
向
け
て
、
全
力
を
傾
注
し
て
い
く
も

の
で
あ
る
。
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阪
神
･淡
路
大
震
災
に
よ
る

高
速
自
動
車
国
道
等
の
被
災
と
復
旧
に
つ
い
て

日
本
道
路
公
団
保
全
交
通
部
保
全
企
画
課
調
査
役

踰硼搾
裕
昭

一
月
一
七
日
に
発
生
し
た
阪
神
･
淡
路
大
震
災
は
、
住

宅
等
の
建
築
物
は
も
と
よ
り
道
路
、
鉄
道
、
港
湾
の
輸
送

施
設
や
水
道
、
電
気
、
ガ
ス
、
通
信
施
設
等
の
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
都
市
機
能
を
一
瞬
の

う
ち
に
停
止
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
の
火
災
も
、
都

市
直
下
型
地
震
が
も
た
ら
す
怖
さ
を
改
め
て
示
す
も
の
で

あ

っ
た
。

J
H
日
本
道
路
公
団

(以
下

｢J
H
｣)
の
管
理
す
る

道
路
も
、
名
神
高
速
道
路
、
中
国
自
動
車
道
、
第
二
神
明

道
路
を
は
じ
め
と
し
て
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。
現
地
で

は
、
発
災
後
直
ち
に
非
常
対
策
本
部
を
設
置
し
、
全
社
的

な
支
援
体
制
の
も
と
緊
急
･
応
急
復
旧
工
事
を
進
め
、
現

在
、
名
神
高
速
道
路
の
一
部
を
除
き
応
急
復
旧
を
概
成
さ

せ
、
交
通
の
確
保
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一

J
H
の
被
災
概
況

J
H
の
管
理
す
る
道
路
の
被
害
は
、
高
速
自
動
車
国
道

で
は
、
名
神
高
速
道
路
の
京
都
東
-
西
宮
間
五
八
･
四
畑
、

中
国
自
動
車
道
の
吹
田
i
佐
用
間
一
一
九
･
二
虹
、
近
畿

自
動
車
道
の
吹
田
-
松
原
間
二
七
･
五
如
の
他
、
四
道
路

を
含
む
七
道
七
区
間
計
三
四
七
･
八
懸
に
お
い
て
、
約
六

七
箇
所
が
被
災
し
た
。

ま
た
、
一
般
有
料
道
路
で
は
、
第
二
神
明
道
路
の
月
見

山
-
明
石
西
間
二
四
･
三
虹
、
姫
路
バ
イ
パ
ス
の
高
砂
北
-

高
砂
西
間
三
･
二
如
の
二
道
に
お
い
て
約
四
二
箇
所
が
被

災
し
た
。

今
回
の
地
震
に
よ
る
被
害
の
特
徴
と
し
て
は
、
橋
梁
･

高
架
部
に
大
き
な
被
害
を
受
け
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、

高
速
自
動
車
国
道
の
橋
梁
･
高
架
部
は
、
一
般
に
上
下
線

分
離
構
造
と
な
っ
て
お
り
、
今
回
の
地
震
に
よ
り
、
名
神

高
速
道
路
、
中
国
自
動
車
道
と
も
上
り
線
の
方
が
大
き
な

被
害
を
受
け
た
。

の

高
速
自
動
車
国
道

高
速
自
動
車
国
道
の
主
な
被
害
と
し
て
は
、
落
橋
し
た

も
の
が
一
橋
、
橋
脚
の
損
傷
や
ジ
ョ
イ
ン
ト
等
の
変
状
を

生
じ
た
の
も
が
二
七
橋
、豊
中
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
料
金

所
の
ゲ
ー
ト
上
屋
の
落
下
が
一
箇
所
で
あ
る
。
ま
た
、橋

脚
本
体
や
支
承
、
ジ
ョ
イ
ン
ト
等
に
比
較
的
軽
微
な
損
傷

や
変
状
を
生
じ
た
も
の
が
二
二
橋
で
あ
る
(図
ー
･
表
ー
)。

こ
れ
ら
の
う
ち
、
損
傷
の
程
度
が
著
し
く
、
新
設
が
必

要
な
橋
梁
は
全
部
で
六
橋
で
あ
り
、
名
神
高
速
道
路
の
尼

崎
i
西
宮
間
の
瓦
木
西
高
架
橋

(上
り
)
は
、
橋
脚
が
損

傷
を
受
け
橋
げ
た
が
落
下
し
た
も
の
で
あ
る

(図
2
･
写

真
ー
)
。



全体図 北陸道

‐原JCT
舞鶴西

舞鶴道 拡大図
福崎

吉川JCT 名神
-
-吹田

姫路秘
辺廼ヅ＼藷

近畿道
天理

第=神明開
山/ 松原西名阪

拡大図
宝 塚
601gal

ま
た
、
橋
脚
に
大
幅
な
損
壊
を
受
け
た
橋
梁
は
、
名
神

高
速
道
路
で
は
、
吹
田
-
豊
中
間
の
蔵
人
高
架
橋
や
尼
崎
ー

西
宮
間
の
大
西
高
架
橋
、
水
堂
高
架
橋
及
び
守
部
高
架
橋

諭満 た 西 の
合
わ
せ
て
四
橋
で
あ
る
。
中
国
自
動
車
道
で
は
、
宝
塚
-

西
宮
北
間
の
宝
塚
高
架
橋
の
橋
脚
が
大
き
な
被
害
を
受
け

た

(図
3
･
写
真
2
)。

西 宮 、 肯加 中国池田 IC

‘
““‘

中
等
豊中IC も雫ね 蓑

璽國平 ,名神高速 吹田に

IC

尼崎 JR 尼崎駅 新大阪
475gal 北‐南 300ga- /〆 243gal 近畿自動車道

束‐西 273gal
上‐下 307gal

(地震記録は 1月24日付毎日新聞朝刊による)

図 1 被災箇所位置図

表 1 高速道路の橋梁被災概況 (単位 :橋)

名 神 中国道 その他
道 路

計 損 傷 状 況

大きな損傷 16 (5) 9 (1) 3 28(6) 橋脚の損傷、 落橋防止装置の破損、
ジョイント部の段差 ･開き ･ずれ等

比較的軽微
な損傷

9 4 9 22 橋脚、 支承、 ジョイント等に比較的

軽微な損傷や変状を生じたもの

合 計 25(5) 13 (1) 12 50(6)

注 : ( ) は大きな損傷を受け、 橋脚等の新設が必要となった橋梁数で、 内書きである。

⑭⑭ ⑭ ⑭ ①⑭

n
口------
』タジタ
ジ有
一“

月
図 2 名神高速道路 瓦木西高架橋 (上り)
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写真 1 名神高速道路

瓦木西高架橋 (上り)

広島 吹田

⑭ ⑭ ① ① ⑭⑭⑭⑭ ① ① ⑭⑭⑭

図 3 中国自動車道 宝塚高架橋

、
~
' “
写真 2 中国自動車道
宝塚高架橋

ミ
様 (明石)

本線(神戸)

　
明石

D ランプ

図 4 第二神明道路 大蔵谷インターチェンジ

②

一
般
有
料
道
路
の
被
災
概
況

一
般
有
料
道
路
の
主
な
被
害
と
し
て
は
、
橋
脚
の
損
傷

や
ジ
ョ
イ
ン
ト
等
の
変
状
、
ま
た
、
盛
土
の
崩
壊
が
第
二

黎

神
明
道
路
の
大
蔵
谷
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
一
箇
所
で
発

セ

生
し
た

(図
4
.
写
真
3
)
。
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受
け
て
い
る
道
路
や
緊
急
輸
送
路
と
し
て
指
定
さ
れ
た
道

路
を
除
き
、
安
全
性
を
確
認
し
順
次
通
行
止
め
解
除
。
③

ま
た
、
被
災
箇
所
の
緊
急
･
応
急
的
な
補
修
を
施
し
、
緊

急
車
両
の
通
行
の
確
保
。
④
一
日
も
早
く
被
災
前
の
交
通

機
能
に
回
復
す
る
た
め
に
、
応
急
復
旧
工
事
を
進
め
た

(写
真
4
)。

激
増

路

‘↓"
"
道

んゼミ《バネなきハべき選抜ミ企ま、滋養さき熟しぶれを、さき、

大蔵谷インターチェンジ

一
一
災
害
対
策
の
体
制

地
震
発
生
後
の
J
H
の
災
害
対
策
の
体
制
に
つ
い
て
表

2
に
示
す
。

現
地
の
災
害
応
急
復
旧
の
支
援
と
し
て
、
J
H
の
全
国

の
機
関
か
ら
応
援
要
員
と
し
て
延
べ
約
二
、
二
〇
〇
人

(三
月
一
五
日
現
在
)
の
職
員
を
派
遣
し
た
。
ま
た
、
資

機
材
と
し
て
、
主
な
も
の
で
衛
星
通
信
の
車
載
型
地
球
局

ニ
セ
ッ
ト
、

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

一
機
、
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル

カ
ー
･
連
絡
車
三
一
台
、
雪
氷
関
係
車
両
九
台
、
L
E
D

情
報
提
供
車
両
三
台
、
仮
設
ト
イ
レ
六
〇
セ
ッ
ト
等
を
全

国
か
ら
応
援
し
、
J
H
の
組
織
を
挙
げ
て
応
急
復
旧
に
あ

た
っ
た
。
ま
た
、
神
戸
市
の
水
道
局
と
消
防
局
に
対
し
、

散
水
車
一
〇
台
の
支
援
も
行
っ
た
。

三

応
急
復
旧

地
震
発
生
後
、
①
地
震
の
加
速
度
が
八
〇
ガ
ル
を
超
え

た
高
速
自
動
車
国
道
一
四
道
と
一
般
有
料
道
路
九
道
の
通

行
止
め
実
施
。
②
直
ち
に
道
路
の
点
検
を
行
い
、
損
傷
を

表 2 災害対策の体制

月 月 内

1月17日(火)

発

｣

を

部

｣

本

制

策

体

対

急

常

縢

排

局

局

理

理

生

管

管
置

発

阪

阪

設

震

大

令

大

を

地

･

･ 熟
蹴
艇
制
梛
囃
轢
難

関1 月19日(木) 大阪管理局に現地 ｢本復旧工事対策本部｣ を設置

2月 8 日(水) 本復旧に向けて現地に定置の組織を整備

写真 4 中国自動車道 宝塚高架橋の応急復旧状況



そ
の
結
果
、
大
き
な
損
傷
を
受
け
た
名
神
高
速
道
路
の

吹
田
!
西
宮
間
と
中
国
自
動
車
道
の
吹
田
-
西
宮
北
間
を

除
く
、
近
畿
自
動
車
道
他
四
道
の
高
速
自
動
車
国
道
に
つ

い
て
は
、
一
月
二
三
日
ま
で
に
順
次
開
通
さ
せ
て
い
っ
た
。

ま
た
、
余
震
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
二
次
災
害

の
発
生
を
防
止
す
べ
く
万
全
の
安
全
対
策
を
講
じ
る
と
と

も
に
、
一
般
車
両
へ
の
交
通
開
放
に
あ
た
っ
て
は
、
速
度

制
限
、
重
量
制
限
、
車
間
距
離
制
限
等
の
交
通
規
制
や
交

通
安
全
施
設
の
設
置
、
観
測
機
器
に
よ
る
監
視
体
制
を
整

え
、
走
行
の
安
全
性
の
確
保
を
第
一
に
考
え
取
り
組
ん
だ

と
こ
ろ
で
あ
る
o

地
震
発
生
か
ら
現
在
ま
で
の
、
名
神
高
速
道
路
、
中
国

自
動
車
道
及
び
第
二
神
明
道
路
の
通
行
規
制
状
況
の
推
移

を
図
5
i
7
に
示
す
。

三
月
一
五
日
現
在
、
通
行
止
め
を
行
っ
て
い
る
道
路
は
、

名
神
高
速
道
路
の
尼
崎
-
西
宮
間
七
･
0
如
と
第
二
神
明

道
路
の
明
石
西
ー
須
磨
間
の
上
り
線
二
三
･
三
如
と
な
っ

て
い
る
。
な
お
、
名
神
高
速
道
路
の
尼
崎
ー
西
宮
間
下
り

線
は
復
旧
は
完
了
し
て
い
る
も
の
の
、
終
日
、
復
興
物
資

輸
送
路
に
指
定
さ
れ
、
一
般
車
両
の
通
行
は
禁
止
さ
れ
て

い
る
。
第
二
神
明
道
路
の
明
石
西
-
須
磨
間
上
り
線
は
、

六
時
ー
二
二
時
ま
で
生
活
･
復
興
物
資
関
連
輸
送
路
と
し

て
指
定
さ
れ
て
お
り
、
貨
物
車
、
バ
ス
、
タ
ク
シ
i
、
自

動
二
輪

(筋
に
超
)
及
び
除
外
指
定
車
両
を
除
く
、
一
般

車
両
の
通
行
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
時
間
帯
以
外

は
一
般
車
両
の
通
行
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
月

め

送

資

止

翰

物

一

行

急

興

-

通

緊

復

一艘車両通行可

こ コ 緊急輸送路 (道交法第5条)

皿 皿 復興物資輸送路 (道交法第5条)

※
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京
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図 5 名神高速道路の通行規制状況の推移
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め　通鬮
[ ニコ緊急輸送路 (災対基法第76条)

m m 皿 等暫時鱗艀 蝿輸送路(道交法第5条)資
)

可

物
時

行

興
銘

通

復
~

両

･
時

車

活
6

般

生
(

一
　
　

見
山
-
須
磨
間
一
･
○
如
は
、
阪
神
高
速
道
路
三
号
神
戸

線
の
通
行
止
め
に
伴
う
措
置
に
よ
り
通
行
止
め
と
な
っ
て

い
る
。四

中
国
自
動
車
道
の
交
通
の
確
保

中
国
自
動
車
道
の
吹
田
ー
西
宮
北
間
は
、
橋
脚
が
損
傷

す
る
な
ど
大
き
な
被
害
を
受
け
た
が
、
我
が
国
の
東
西
間

の
広
域
交
通
を
担
う
重
要
幹
線
で
あ
る
た
め
、
そ
の
東
西

物
流
の
確
保
が
最
重
点
対
策
と
さ
れ
た
。
中
国
自
動
車
道

の
交
通
確
保
の
推
移
を
図
8

(次
ペ
ー
ジ
)
に
示
す
。

発
災
後
の
一
月
一
七
日
か
ら
二
月
三

日
ま
で
の
間
は
、

舞
鶴
自
動
車
道
か
ら
国
道
二
七
号
、
国
道
九
号
、
国
道
三

七
二
号
を
経
由
し
、
名
神
高
速
道
路
や
北
陸
自
動
車
道
に

連
絡
す
る
迂
回
路
利
用
を
推
奨
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の

こ
と
を
利
用
さ
れ
る
お
客
様
に
知
ら
せ
る
た
め
、
迂
回
路

案
内
の
情
報
を
、
広
域
情
報
板
、
ハ
イ
ウ
ェ
イ
ラ
ジ
オ
、

看
板
、
チ
ラ
シ
等
に
よ
っ
て
提
供
し
た

(図
9
)
。

発
災
も
六
日
後
の
一
月
二
三
日
に
は
、
上
り
線
の
吹
田
ー

中
国
豊
中
間
の
一
般
車
両
の
交
通
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、

下
り
線
の
吹
田
ー
西
宮
北
間
に
つ
い
て
は
、
橋
桁
の
仮
支

え
に
よ
る
緊
急
復
旧
工
事
の
進
捗
に
よ
り
、
緊
急
輸
送
車

の
利
用
を
確
保
し
た
。

ま
た
、
そ
の
四
日
後
の
一
月
二
七
日
に
、
宝
塚
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
付
近
で
は
速
度
制
限
二
○
如
/
時
、
重
量
制
限

二
〇
ト
ン
、
車
間
距
離
制
限
二
0
m
の
規
制
を
実
施
し
た

対
面
二
車
線
交
通

(片
側
一
車
線
)
な
が
ら
、
吹
田
ー
西

T
-

　
　
　京都南 大津

髀神局遠道踞り

き
““綾幕
≦
““誌
‘=
“
明
石
西
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‐申
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l
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汐

下

り

線

図

上

り

線

イ

第二神明道路の通行規制状況の推移

※ :余震に伴う通行止め

福知山
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図 9 中国自動車道の迂回路
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宮
北
間
上
下
線
の
交
通
を
確
保
し
た
。
こ
の
時
点
で
は
需

要
交
通
の
全
て
を
賄
う
こ
と
が
で
き
ず
、
一
〇
虹
か
ら
二

〇
畑
の
渋
滞
が
発
生
し
、
お
客
様
に
は
多
大
な
迷
惑
を
お

か
げ
し
た
。
し
か
し
、
東
西
間
の
交
通
は
、
中
国
自
動
車

道
と
舞
鶴
自
動
車
道
へ
の
迂
回
と
二
分
さ
れ
て
の
利
用
と

な
り
、
物
流
を
担
う
大
型
車
に
着
目
す
る
と
、
中
国
自
動

車
道
の
交
通
量
が
約
一
万
三
千
台
/
日
、
舞
鶴
自
動
車
道

へ
の
迂
回
交
通
量
が
約
一
万
六
千
台
/
日
と
、
二
つ
の
道

路
が
分
担
し
あ
い
、
昨
年
と
ほ
ぼ
同
程
度
の
交
通
が
確
保

さ
れ
る
に
至
っ
た
。
(平
成
六
年
二
月
宝
塚
-
西
宮
北
間

の
平
均
大
型
車
交
通
量
は
約
二
九
、
五
〇
〇
台
/
日
)
ま

た
、
引
き
続
き
お
客
様
へ
の
情
報
提
供
を
充
実
さ
せ
る
べ

く
、
迂
回
路
案
内
情
報
に
加
え
、
渋
滞
情
報
や
中
国
自
動

車
道
と
迂
回
路
の
所
要
時
間
情
報
の
提
供
に
努
め
た
。

そ
の
後
も
継
続
し
て
応
急
復
旧
工
事
を
鋭
意
進
め
、
一
一

月
一
二
日
に
対
面
二
車
線
か
ら
分
離
四
車
線

(片
側
二
車

線
)
の
確
保
を
図
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
舞
鶴
自
動
車
道
へ

の
迂
回
は
解
消
し
、
現
在
で
は
昨
年
と
同
程
度
以
上
の
約

九
万
七
千
台
/
日
の
車
両
が
通
行
し
て
い
る
。
(平
成
六

年
二
月
の
宝
塚
ー
西
宮
北
間
の
交
通
量
の
平
均
約
八
四
、

三
〇
〇
台
/
日
)
な
お
、
大
型
車
に
つ
い
て
は
約
五
万
台

/
日
の
交
通
量
が
あ
り
、
昨
年
に
比
べ
約
一
･
五
倍
以
上

に
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
災
害
復
興
に
伴
う
物
資
輸

送
車
両
の
増
に
よ
る
も
の
の
ほ
か
、
従
前
の
第
二
神
明
道

路
、
阪
神
高
速
道
路
経
由
の
交
通
が
中
国
自
動
車
道
に
迂

回
し
て
い
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る

(図
m
)。
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l
も
,L
-≧
]
ミ
r
t

い
く
。
ま
た
、
被
災
箇
所
の
全
面
復
旧
に
む
け
、
J
H
の

遅
行
料
金
饌
係
措
置

総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
あ
る
。

=

災
害
救
助
車
両
に
対
す
る
交
通
料
金
の
免
除

災
害
救
済
の
た
め
に
被
災
住
民
に
緊
急
救
援
物
資
を
運

搬
す
る
車
両
に
つ
い
て
は
、
各
都
道
府
県
が
発
行
す
る
証

明
書
を
所
持
す
る
場
合
、
有
料
道
路
の
通
行
料
金
を
免
除

す
る
措
置
を
実
施
し
た
。

②

通
行
止
め
に
伴
う
料
金
調
整

今
回
の
地
震
に
伴
う
中
国
自
動
車
道
の
吹
田
-
西
宮
北

間
の
通
行
止
め
に
よ
り
、
国
道
九
号
、
国
道
二
七
号
、
国

道
三
七
二
号
を
経
由
し
、
舞
鶴
自
動
車
道
と
名
神
高
速
道

理
･
北
陸
自
動
車
道
に
迂
回
す
る
車
両
に
対
し
、
通
行
料

金
の
減
額
措
置
を
実
施
し
た
。

六

お
わ
り
に

今
回
の
震
災
復
旧
に
あ
た
り
、
迅
速
な
対
応
を
図
る
上

で
、
通
信
回
線
が
確
保
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
非
常
に
大
き

か
っ
た
。
J
H
は
自
営
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
と
衛

星
通
信
を
保
有
し
て
い
た
た
め
、情
報
の
収
集
、伝
達
に
威

力
を
発
揮
し
た
。
ま
た
、
現
地
の
被
災
状
況
を
ビ
デ
オ
に

お
さ
め
、
こ
れ
を
衛
星
通
信
の
車
載
型
地
球
局
に
よ
り
本

社
に
送
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
被
害
状
況
を
い
ち
早
く
把

握
す
る
こ
と
が
で
き
、
方
針
を
決
定
す
る
際
に
役
立
っ
た
。

今
後
の
復
旧
見
通
し
と
し
て
は
、
八
月
頃
を
目
途
に
、

中
国
自
動
車
道
の
宝
塚
-
西
宮
北
間
の
六
車
線
確
保
と
名

神
高
速
道
路
の
尼
崎
-
西
宮
間
の
四
車
線
確
保
を
進
め
て
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阪
神
･
淡
路
大
震
災
と
本
州
四
国
連
絡
道
路

本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
企
画
開
発
部
次
長

袖
"
'弘
美
^

平
成
七
年
一
月
一
七
日
未
明
、
(明
石
海
峡
)
を
震
源

変
動
に
と
も
な
う
基
礎
位
置
の
ず
れ
は
あ
っ
た
も
の
の
損

地
震
後
の
明
石
海
峡
大
橋
の
全
景
を
写
真
1
に
示
す
。

と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
･
二
の
兵
庫
県
南
部
地
震
が

傷
な
し
で
こ
の
地
震
に
耐
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

発
生
し
、
兵
庫
県
及
び
大
阪
府
の
一
部
に
阪
神
･
淡
路
大

震
災
と
呼
ば
れ
る
大
き
な
災
害
を
も
た
ら
し
た
。

瀬
戸
内
海
及
び
そ
の
周
辺
地
域
は
環
太
平
洋
地
震
帯
に

属
し
て
い
る
日
本
列
島
に
お
い
て
は
、
比
較
的
地
震
活
動

の
お
だ
や
か
な
地
域
と
一
般
に
考
え
ら
れ
て
い
た
だ
け
に

大
き
な
衝
撃
を
う
け
た
。

本
州
四
国
連
絡
橋
の
三
ル
ー
ト
に
は
我
が
国
を
代
表
す

る
大
規
模
な
長
大
吊
橋
が
供
用
あ
る
い
は
建
設
中
で
あ
り
、

し
か
も
震
源
に
近
い
た
め
多
く
の
関
係
者
に
大
変
な
ご
心

配
を
お
か
げ
し
た
。

と
く
に
世
界
一
の
最
大
吊
橋
で
あ
る
明
石
海
峡
大
橋
は

震
源
が
極
め
て
近
い
地
点
に
建
設
中
で
あ
っ
た
た
め
、
多

く
の
方
々
に
ご
心
配
を
お
か
げ
し
た
が
、
幸
い
に
も
地
盤

傷
な
し
で
こ
の
地
震
に
耐
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
こ
で
は
明
石
海
峡
大
橋
を
中
心
に
本
州
四
国
連
絡
橋

の
地
震
時
の
状
況
、
耐
震
設
計
の
概
要
な
ど
を
紹
介
す
る

も
の
で
あ
る
。

一

明
石
海
峡
大
橋
の
概
要

明
石
海
峡
約
四
虹
を
越
え
兵
庫
県
神
戸
市
垂
水
区
と
津

名
郡
淡
路
町
松
帆
を
結
ぶ
全
長
三
、
九
一
0
m
、
中
央
支

閘
長
一
、
九
九
0
m
の
長
大
吊
橋
は
、
平
成
九
年
度
内
の

完
成
を
予
定
し
鋭
意
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

地
震
発
生
時
は
基
礎
及
び
主
塔
は
す
で
に
出
来
上
が
り
、

架
設
完
了
後
の
東
西
そ
れ
ぞ
れ
二
九
〇
本
の
ス
ト
ラ
ン
ド

を
直
径
一
一
一
面

の
円
い
ケ
ー
ブ
ル
に
仕
上
げ
る
ス
ク
イ

ジ
ン
グ
作
業
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

写真 1 地震後の明石海峡大橋全景
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m m 神戸層 区國 花崗岩 一一一 F ;断層

一
一
明
石
海
峡
の
地
質
･
地
盤
構
造

明
石
海
峡
の
海
底
地
形
、
地
質
構
造
に
つ
い
て
は
昭
和

三
0
、
三
四
年
の
国
鉄
、
建
設
省
の
調
査
開
始
以
来
深
浅

圏團 沖積層及び上部洪積層

図 1 明石海峡大橋の一般図及び地質構造

測
量
に
よ
る
海
底
地
形
の
調
査
、
ス
パ
ー
カ
ー
方
式
及
び
、

ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
に
よ
る
地
質
構
造
調
査
な
ど
の
成
果
を

も
と
に
昭
和
四
二
年
土
木
学
会
の
技
術
調
査
報
告
書
が
と

り
ま
と
め
ら
れ
た
。

こ
れ
ら
の
結
果
及
び
調
査
を
引
き
継
い
だ
本
州
四
国
連

絡
橋
公
団
に
よ
っ
て
そ
の
後
も
海
底
ボ
ー
リ
ン
グ
な
ど
詳

細
な
調
査
が
実
施
さ
れ
、
架
橋
ル
ー
ト
に
そ
っ
た
地
質
構

造
が
し
だ
い
に
明
ら
か
に
な
っ
た
。
明
石
海
峡
大
橋
の
側

面
図
及
び
地
質
構
造
を
図
ー
に
示
す
。

こ
れ
に
よ
る
と
架
橋
地
点
の
地
質
構
造
は
六
甲
花
崗
岩

を
基
盤
と
し
、
こ
れ
を
不
整
合
に
お
お
う
第
三
紀
中
新
世

の
神
戸
層
群
、
鮮
新
i
洪
積
世
の
明
石
層
、
上
部
洪
積
層

及
び
沖
積
層
よ
り
な
っ
て
い
る
o

明
石
海
峡
大
橋
の
基
礎
は
1
A
、
3
P
が
砂
岩
と
泥
岩

の
互
層
か
ら
な
る
神
戸
層
、
2
P
が
明
石
層
と
い
わ
れ
る

未
固
結
の
砂
礫
層
、
ま
た
4
A
が
花
崗
岩
層
を
支
持
層
と

し
て
い
る
。

ま
た
、
架
橋
地
点
周
辺
に
は
、
F
颪

F
て

F
10
で
示

さ
れ
る
断
層
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
神
戸
層
よ
り
も
深
い

地
層
に
お
け
る
断
層
で
あ
り
、
そ
れ
よ
り
浅
い
沖
積
層
及

び
上
部
洪
積
層
、
明
石
層
に
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ
と

は
、
こ
れ
ら
の
断
層
が
少
な
く
と
も
二
〇
〇
万
年
は
活
動

し
て
い
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
活
断
層

で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

明
石
海
峡
大
橋
の
橋
梁
計
画
、
基
礎
位
置
の
選
定
に
あ

た
っ
て
は
、
明
石
海
峡
に
存
在
す
る
断
層
を
避
け
る
よ
う

配
慮
し
て
い
る
o

な
お
、
今
回
の
地
震
後
の
海
底
断
層
の
状
況
に
つ
い
て

道々テセ 95,4 / 7

メ

明石海峡

　

　　

　

　　

岩

層

.

　
-Y

圀圀明石層

旧本の活断層] (1991)
｢海上保安庁海底調査(中間報告) G / 24)｣より

(凡例)

上上+ 4 活断層であることが確実なもの

上ニユム 活断層である日fE定されるもの

----- -活断層の疑いのあるもの

-…- - 海上保安庁が調査したもの

図 2 明石海峡大橋周辺の断層



は
、
海
上
保
安
庁
水
路
部
が
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の

結
果
発
見
さ
れ
た
海
底
断
層
を

｢新
編
日
本
の
活
断
層
｣

(東
京
大
学
出
版
会
)
記
載
の
図
面
に
重
ね
合
わ
せ
た
の

が
図
2
で
あ
る
o

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
明
石
海
峡
大
橋
架
橋
地
点
に
お
い
て

は
海
底
断
層
の
新
た
な
発
生
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

三

明
石
海
峡
大
橋
の
耐
震
設
計

道
路
橋
を
設
計
す
る
さ
い
、
地
震
時
の
安
全
性
を
確
保

す
る
た
め
に
通
常
適
用
さ
れ
る
道
路
橋
示
方
書
耐
震
設
計

編
は
支
間
二
〇
0
m
以
下
の
橋
梁
を
対
象
と
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
本
州
四
国
連
絡
橋
の
海
峡
部
の
支
間
二
〇
0
m

を
超
え
る
長
大
橋
吊
橋
等
に
つ
い
て
は
、
架
橋
地
点
の
過

去
の
地
震
記
録
、
地
形
･
地
質
の
特
徴
に
応
じ
て
各
橋
独

自
の
耐
震
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

明
石
海
峡
大
橋
に
つ
い
て
は
、
土
木
学
会
に
設
置
し
た

調
査
研
究
小
委
員
会
に
お
け
る
検
討
成
果
等
を
踏
ま
え
耐

震
性
の
確
保
を
図
っ
て
い
る
。

そ
の
要
点
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

1

設
計
で
考
慮
す
る
地
震

明
石
海
峡
大
橋
を
設
計
す
る
う
え
で
考
慮
す
る
地
震
は
、

以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

①

紀
伊
半
島
沖
及
び
土
佐
沖
に
お
い
て
発
生
が
予
想

さ
れ
る
最
大
の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
八
･
五
程
度
の
地

震

初
め

300

200

100

70

卸

卸

(詞
凹
)
“の
ミ
ム
"
て
K
蚫
惚
盤
艘
員

ま
た
、
近
距
離
地
震
に
も
配
慮
す
る
た
め
、

②

①
を
除
く
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
六
･
0
以
上
の
地
震

で
架
橋
地
点
か
ら
半
径
三
〇
〇
如
以
内
の
範
囲
で
発

生
し
た
地
震

こ
の
①
、
②
の
地
震
に
よ
り
構
造
物
の
固
有
周
期
毎
に

発
生
す
る
で
あ
ろ
う
最
大
水
平
応
答
加
速
度
を
グ
ラ
フ
に

表
し
た
加
速
度
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
を
図
3
に
示
す
。
こ
の

応
答
加
速
度
を
重
力
加
速
度
九
八
〇
伽
/

粃“
て
除
し
た

も
の
が
耐
震
設
計
で
一
般
に
震
度
と
よ
ば
れ
て
い
る
。

2

耐
震
設
計
の
特
色

明
石
海
峡
大
橋
は
従
来
の
橋
梁
に
比
べ
て
次
の
よ
う
な

特
色
が
あ
る
。

ル

①

下
部
構
造
の
構
造
寸
法
が
大
き
い
。

図 3 明石海峡大橋の加速度応答スペクトル

0 ,2 0,3

T
　
　
　

　

②

架
橋
地
点
に
お
い
て
は
花
崗
岩
層
が
極
め
て
深
い

た
め
、
そ
の
上
部
に
厚
く
分
布
す
る
新
第
三
紀
中
新

世
の
軟
岩

(神
戸
層
)
や
鮮
新
世
か
ら
洪
積
世
の
未

固
結
な
砂
礫
層
を
支
持
地
盤
と
す
る
。

こ
の
た
め
、
各
基
礎
位
置
で
の
地
盤
条
件
を
忠
実
に
モ

デ
ル
化
し
、
さ
ら
に
地
震
時
の
地
盤
の
非
線
形
性
や
基
礎

と
地
盤
の
動
的
相
互
作
用
を
考
慮
し
た
解
析
手
法
に
よ
っ

て
い
る
。

基
礎
の
応
答
は
、
上
記
の
解
析
に
よ
っ
て
求
め
た
有
効

地
震
動
ス
ペ
ク
ト
ル
を
剛
体
二
自
由
度
系
モ
デ
ル
を
用
い

て
求
め
る
。

さ
ら
に
、
基
礎
の
耐
震
安
定
性
を
よ
り
詳
細
に
照
査
す

る
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
周
辺
地
盤
の
状
況
を
で
き
る
だ

け
適
確
に
評
価
し
う
る
F
E
M
モ
デ
ル
等
を
用
い
て
時
刻

歴
応
答
解
析
に
よ
り
安
定
照
査
を
行
っ
た
。

四

地
震
の
影
響

1

供
用
中
の
本
州
四
国
連
絡
道
路
へ
の
影
響

一
月
一
七
日
の
地
震
発
生
時
に
は
、
明
石
海
峡
か
ら
約

五
二
畑
離
れ
た
大
鳴
門
橋
1
A
付
近
に
設
置
し
た
地
震
計

で
一
三
六
ガ
ル
の
最
大
加
速
度
を
感
知
し
た
。

そ
の
た
め
、
供
用
中
の
大
鳴
門
橋
関
連
道
路
四
五
如
を

管
理
す
る
第
一
建
設
局
で
は
、
た
だ
ち
に
通
行
禁
止
の
措

置
を
と
り
構
造
物
に
異
常
が
発
生
し
て
い
る
か
ど
う
か
を

点
検
し
た
。
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そ
の
結
果
、
大
鳴
門
橋
に
は
異
常
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

ま
た
、
そ
の
他
の
区
間
で
鋪
装
の
一
部
及
び
橋
梁
の
支
承

等
に
軽
微
な
損
害
は
み
ら
れ
た
が
自
動
車
の
走
行
に
支
障

の
な
い
範
囲
で
あ
っ
た
た
め
、
大
鳴
門
橋
を
含
む
津
名
一

の
宮
I
C
か
ら
鳴
門
I
C
の
三
七
蝿
区
間
に
つ
い
て
は
午

前
八
時
半
に
通
行
禁
止
を
解
除
し
、
四
国
側
か
ら
の
緊
急

車
両
が
被
災
地
へ
急
行
す
る
ル
ー
ト
を
確
保
し
た
。
残
り

の
鳴
門
北
-
鳴
門
I
C
が
八
虹
区
間
に
つ
い
て
は
午
前
一

二
時
に
通
行
禁
止
を
解
除
し
た
。

明
石
海
峡
か
ら
約
三

三
如
離
れ
た
瀬
戸
中
央
道
に
お

い
て
も
、
地
震
発
生
後
直
ち
に
最
高
速
度
を
五
〇
畑
に
規

制
し
つ
つ
構
造
物
の
点
検
を
行
っ
た
が
全
く
異
常
は
見
ら

れ
な
か
っ
た
。
四
国
側
陸
上
部
の
番
の
州
高
架
橋
m
p
付

近
の
G

･
L
-
-六

m
に
設
置
し
た
地
震
計
で
最
大
六
七
ガ

ル
の
加
速
度
を
記
録
し
た
。

震
央
か
ら
最
も
離
れ
た
尾
道
･
今
治
ル
ー
ト
の
因
島
大

橋
3
P
地
点
で
は
一
三
ガ
ル
の
加
速
度
を
記
録
し
た
が
、

瀬
戸
大
橋
同
様
構
造
物
の
異
常
は
全
く
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

な
お
、
こ
の
地
震
前
後
の
大
鳴
門
橋
関
連
区
間
と
瀬
戸

中
央
自
動
車
道
の
有
料
車
交
通
量
を
表
1
に
示
す
。
大
鳴

門
橋
で
は
地
震
発
生
の
一
月
一
七
日
か
ら
一
月
末
ま
で
の

日
平
均
交
通
量
は
六
、
三
三
五
台
で
対
前
年
同
期
比
で
八

四
･
一
%
で
あ
っ
た
。

直
前
の
一
月
一
日
か
ら
一
六
日
ま
で
の
日
平
均
交
通
量

一
○
、
七
四
八
台
･
対
前
年
同
期
比
一
〇
0
･
九
%
と
比

較
す
る
と
、
第
3
･
四
半
期
の
交
通
量
が
八
、
六
六
五
台
･

対
前
年
同
期
比
一
〇
二
･
四
%
で
増
加
傾
向
に
あ
る
の
と

考
え
合
わ
せ
る
と
約
一
六
%
の
交
通
量
減
少
は
地
震
に
よ

る
間
接
的
な
影
響
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
二
月
の
日
平
均
交
通
量
は
対
前
年
同
期
比
で
八

六
･五
%
と
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
増
加
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

瀬
戸
中
央
自
動
車
道
に
お
け
る
地
震
前
後
の
日
平
均
交

通
量
を
比
較
す
る
と
下
記
の
と
お
り
と
な
る
。

①

一
月
一
日
-
一
月
一
六
日

一
七
、
五
九
一
台

(対
前
年
比
一
〇
三
･
三
%
)

　

　95.4 メタ

②

一
月
一
七
日
-
一
月
三
一
日

一
一
、
一
一
四
台

(対
前
年
比
一
一
0
･
四
%
)

③

二
月
一
日
-
二
月
二
八
日

一
二
、
一
〇
三
台

セ

狩
前
年
比
一
0
五
･
一
%
)

断

地
震
直
後
の
伸
び
が
比
較
的
大
き
い
が
、
こ
れ
は
中
国

自
動
車
道
等
が
通
行
止
め
と
な
っ
た
た
め
の
迂
回
交
通
な

ど
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

(単位 :台/ 日)表 1 地震前後の本四道路有料車通行量

第 3 ･ 四半期 1 / 1 ~ 1 /16 1 /17 ~ 1 /31 2 / 1 ~ 2 /28

大
鳴
門
関
連
道
路

普通車 "
疏
“
努
聡
秘
“
%

大型車 お
“
芻
於
鵤
燧

%
鰺

特大車 刎
憐
乾
稠
郎
翰
鵠
翰

軽自動車 鶉
勢

9 6
泌
那
勢
筍
拗

計 “
勢

4 8
%
蘂
燧
鞘
秘

神
戸
中
央
自
動
車
道

普通車 れ
於
斑
翰

0 5
"

0 6
総

大型車 鋭
翰
鉈
於

"
翰
総
勢

特大車 琉
彌
吃
翰

%
勢
添
拗

軽自動車 引
翰
卿
於
斜
於

7 3
憐

計 推
鰺
凱
泌
趨
勢
砺
翰

表 2 災害派遣等従事車両台数
(単位 :台)

1 / 17 ~ 31 日平均 2 / 1 ~ 28 日平均

大鳴門橋関連道路 滋 216 颯 204

瀬戸中央自動車道 鸚 196 鰡 167

西瀬戸自動車道 認 n乙 51 nノム



2

建
設
中
の
明
石
海
峡
大
橋
へ
の
影
響

今
回
の
地
震
は
M
u
七
･
二
で
、
か
つ
震
央
は
明
石
海

峡
と
発
表
さ
れ
て
い
る
。
架
橋
地
点
近
傍
の
垂
水
区
平
機

の
垂
水
観
測
塔
地
下
に
は
地
震
計
を
設
置
し
て
い
た
が
、

振
り
切
れ
て
お
り
残
念
な
が
ら
正
確
な
記
録
は
と
れ
て
い

な
い
。
地
震
に
よ
る
振
動
は
地
盤
条
件
に
よ
っ
て
異
な
り
、

一
般
的
に
は
地
盤
が
柔
ら
か
い
ほ
ど
揺
れ
が
大
き
く
、
こ

の
こ
と
は
地
盤
が
比
較
的
柔
ら
か
い
西
宮
市
か
ら
神
戸
市

須
磨
区
に
い
た
る
海
岸
部
で
震
害
が
激
し
い
の
に
対
し
北

側
の
地
盤
堅
固
な
山
麓
部
で
は
被
害
が
比
較
的
小
さ
い
こ

と
か
ら
も
推
定
さ
れ
る
。

明
石
海
峡
大
橋
に
お
い
て
は
支
持
地
盤
が
堅
固
で
あ
る

こ
と
、
近
隣
の
被
害
が
小
さ
か
っ
た
事
な
ど
か
ら
前
述
の

海
岸
部
に
お
け
る
ほ
ど
激
烈
な
地
震
力
は
受
け
な
か
っ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
周
辺
の
活
断
層
が
移
動
し
た
こ
と
に
よ
る
地

盤
変
位
に
と
も
な
い
、
基
礎
が
相
対
的
に
変
位
し
て
い
る

こ
と
が
国
土
地
理
院
等
が
実
施
し
た
測
量
に
よ
り
確
認
さ

れ
て
お
り
、
地
盤
が
変
位
す
る
過
程
で
は
相
当
な
地
震
力

を
う
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。

◎

地
震
直
後
の
点
検

地
震
直
後
の
点
検
に
よ
る
と
、
神
戸
側
の
ア
ン
カ
レ
ィ

ジ
周
辺
の
埋
め
立
て
護
岸
が
沈
下
す
る
な
ど
仮
設
物
等
に

軽
微
な
損
害
は
見
ら
れ
た
が
、
基
礎
･
主
塔
･
ケ
ー
ブ
ル

な
ど
吊
橋
構
造
物
本
体
に
は
何
ら
の
損
傷
も
見
ら
れ
な
か
っ

た
。
ま
た
、
水
中
カ
メ
ラ
や
音
波
探
査
に
よ
る
海
底
調
査

で
は
基
礎
本
体
が
支
持
地
盤
上
を
滑
動
し
た
形
跡
は
見
ら

の

構
造
物
測
量
結
果

れ
な
か
っ
た
し
、
周
辺
海
底
地
盤
に
も
大
き
な
変
状
は
認

公
団
で
実
施
し
た

め
ら
れ
な
か
っ
た
。

ド
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
。

⑭⑰91om
⑳⑭

960 m

。“-‐‐-‐----‐----------- ---------‐-------.------….--------.----- -.--…----.--------.--

　
　

　　 　　　　　　　　 　 　　
960,om モコ し

嶋990.8m
960.3m

図 4 地震後の基礎位置

公
団
で
実
施
し
た
人
工
衛
星
に
よ
る
G
P
S

(グ
ラ
ン

ド
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
)
測
量
と
光
波
側
距
儀
に

よ
る
地
震
後
の
基
礎
の
平
面
的
な
変
位
の
状
況
を
図
4
に

示
す
。

ま
た
基
礎
の
鉛
直
変
位
は
1
A
を
原
点
と
し
て
、
3
P
、

4
A
で
各
々
△
○
･
二
m
、
+
○

･
二

m
で
あ

っ
た
。
こ

れ
ら
の
変
位
は
そ
の
後
国
土
地
理
院
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ

た
広
範
囲
な
測
量
の
成
果
や
当
公
団
が
実
施
し
た
海
底
調

査
の
結
果
に
よ
り
地
震
に
よ
る
地
盤
の
変
位
に
伴
っ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
。

五

明
石
海
峡
大
橋
完
成
後
の
影
響

1

吊
橋
の
各
部
分
に
発
生
す
る
変
位

今
回
の
地
震
に
よ
る
基
礎
の
水
平
及
び
鉛
直
変
位
の
結

果
、
明
石
海
峡
大
橋
の
新
し
い
完
成
形
状
は
図
5
に
示
す

も
の
と
な
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
全
体
と
し
て
は
中
央
支
間
長
が
○
･

八
m
伸
び
、
主
塔
が
約
0
･
一
m
程
度
淡
路
側
へ
た
わ
み
、

ケ
ー
ブ
ル
が
中
央
支
間
、
側
支
間
で
そ
れ
ぞ
れ
一
･
三
m
、

0
･
三
m
程
引
き
上
げ
ら
れ
る
形
状
と
な
る
。

こ
れ
ら
の
影
響
は
ケ
ー
ブ
ル
張
力
及
び
塔
基
部
応
力
に

現
れ
る
が
、
そ
の
増
加
分
は
当
初
設
計
の
一
%
未
満
で
あ

り
、
い
ず
れ
も
許
容
値
以
内
で
あ
り
問
題
と
は
な
ら
な
い
。

ま
た
、
当
初
の
設
計
の
ま
ま
補
剛
桁
等
の
製
作
を
進
め

た
場
合
の
主
な
影
響
は
以
下
の
通
り
と
な
る
。

2 0 道行セ 95.4



①

路
面
の
縦
断
線
形
が
上
が
る
。

②

路
面
の
平
面
線
形
が
折
れ
る
。

③

補
剛
桁
の
長
さ
が
足
り
な
く
な
る
。

④

補
剛
桁
に
軸
力
が
付
加
さ
れ
る
。

約20cm

約80cm

m

　

　
　

約
粒

当　当初スパン
匡割

960･0o m
は國
(T.P.±om )

ほとんどocm

1990。oo m

平面図

-●▼
　20約ほとんど0〔刈

m　

こ
れ
ら
の
影
響
に
つ
い
て
の
検
討
結
果
を
以
下
に
述
べ
る
。

2

線
形
の
変
化

ハ
ン
ガ
ー
ロ
ー
プ
を
当
初
設
計
の
長
さ
で
架
設
し
た
場

P

　
　
　

燻

4

回

国

合
、
縦
断
線
形
の
変
化
は
図
6
に
示
す
と
お
り
と
な
る
。

す
な
わ
ち
、
ケ
ー
ブ
ル
形
状
の
変
化
に
よ
っ
て
2
P
･
3

P
間
で
当
初
の
一
･
五
%
放
物
線
が
一
･
六
%
放
物
線
曲

線
へ
と
変
わ
り
、
ま
た
3
P
･
4
P
間
で
は
中
央
部
で
路

道々テセ 95.4 2メ

A4

r 37"

1 A 2 p 、、、、~~、、、、
1′56"

P3

図　　

1,3m 1,6% 放物線

　　　　
　　　　

　
　 　　 　　　

1,5% 放物線

縦 断 線 形

図 6 線形の変化

西約0,3m

･
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面
が
○
･
三
m
程
度
上
が
る
こ
と
に
な
る
が
、
い
ず
れ
の

場
合
も
道
路
構
造
令
に
照
ら
し
て
も
走
行
上
問
題
に
な
る

も
の
で
は
な
い
o

ち
な
み
に
活
荷
重
に
よ
る
設
計
上
の
最
大
タ
ワ
ミ
は
、

2
P
･
3
P
間
及
び
3
P
･
4
P
間
で
四
･
八
m
、
二

･

四
m
と
な

っ
て
い
る
。

ま
た
、
平
面
の
角
折
れ
が
主
塔
の
位
置
で
○
･
0
六
%

(
o
。

｣
、
帆
芸

)
と
な
る
が
、
こ
れ
も
走
行
性
に
影
響

す
る
値
で
は
な
い
。

な
お
、
こ
の
角
折
れ
量
は
風
速
六
m
/
S
時
の
補
剛
桁

の
変
位
に
相
当
す
る
値
で
あ
る
。

3

補
剛
桁
長
さ
の
修
正

支
間
長
の
伸
び
は
中
央
支
問
、
側
支
間
で
そ
れ
ぞ
れ
○
･

八
、
0

･
三

m
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
現
在
未

製
作
の
桁
の
寸
法
を
長
く
す
る
こ
と
で
対
応
す
る
予
定
で

あ
る
。

4

補
剛
桁
へ
の
軸
力
の
付
加

ハ
ン
ガ
ー
ロ
ー
プ
を
当
初
設
計
の
長
さ
で
架
設
し
た
場

合
、
縦
断
線
形
が
中
央
支
間
中
央
で
一
･
三
m
上
が
る
こ

と
に
よ
り
、
補
剛
桁
に
は
軸
力
が
付
加
さ
れ
る
。
も
っ
と

も
応
力
的
に
厳
し
い
場
合
で
も
許
容
値
は
満
足
さ
れ
て
い

る
↓。

六

お
わ
り
に

建
設
中
の
明
石
海
峡
大
橋
を
中
心
と
し
て
本
州
四
国
連

絡
橋
へ
の
今
回
の
兵
庫
県
南
部
地
震
発
生
に
よ
る
影
響
を

取
り
ま
と
め
た
。

地
震
直
後
に
は
、
現
地
の
公
団
職
員
は
構
造
物
の
点
検

･

調
査
･
測
量
な
ど
に
忙
殺
さ
れ
る
と
同
時
に
、
一
部
の
職

員
は
他
事
業
者
の
被
害
を
受
け
た
橋
梁
等
の
被
害
調
査
、

復
旧
方
針
の
策
定
等
に
エ
キ
ス
パ
ー
ト
チ
ー
ム
と
し
て
派

遣
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
も
あ
っ
た
が
、
三
月
中
旬
現
在

で
は
こ
れ
ら
の
業
務
も
一
段
落
し
殆
ん
ど
の
職
員
は
本
来

業
務
へ
戻
っ
て
い
る
。
ま
た
、
明
石
海
峡
大
橋
関
連
区
間

建
設
に
従
事
し
て
い
た
共
同
企
業
体
の
作
業
員
等
も
要
請

に
よ
り
近
隣
の
復
旧
作
業
等
に
一
部
参
加
し
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、
架
橋
工
事
は
一
時
停
滞
し
て
い
た
が
現
在
は
ケ
ー

ブ
ル
の
ス
ク
イ
ジ
ン
グ
作
業
を
再
び
始
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

五
月
に
は
ケ
ー
ブ
ル
バ
ン
ド
取
り
付
け
も
完
了
し
、
ハ

ン
ガ
ー
ロ
ー
プ
架
設
工
事
を
始
め
る
予
定
で
あ
り
、
当
初

の
計
画
通
り
平
成
九
年
度
の
明
石
海
峡
大
橋
完
成
を
目
指

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

復
興
す
る
兵
庫
県
及
び
神
戸
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
明

石
海
峡
大
橋
が
完
成
し
、
地
域
社
会
･
経
済
の
さ
ら
な
る

発
展
に
貢
献
し
、
県
民
･
市
民
の
皆
様
に
喜
ん
で
い
た
だ

け
れ
ば
こ
れ
に
過
ぎ
る
喜
び
は
な
い
。



は
じ
め
に

パ
ー
ソ
ナ
ル
･
ハ
ン
デ
ィ
ホ
ン
･
シ
ス
テ
ム

(簡
易
型

携
帯
電
話
シ
ス
テ
ム
。
以
下

｢P
H
S
｣
と
い
う
。
)
は
、

デ
ジ
タ
ル
コ
ー
ド
レ
ス
電
話
の
予
機
と
同
様
の
携
帯
電
話

機
か
ら
、
街
中
に
設
置
す
る
無
線
基
地
局

(以
下

｢基
地

局
｣
と
い
う
。)
を
介
し
て
一
般
公
衆
回
線
等
に
ア
ク
セ

ス
す
る
新
し
い
形
態
の
移
動
通
信
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
基

地
局
の
道
路
の
占
用
に
つ
い
て
、
関
係
事
業
者
か
ら
要
望

が
出
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

国

関
係
事
業
者
"

P
H
S
事
業
に
つ
い
て
は
、
全
国
を
九
つ
の
地
域
に
分
け
、
各
地

域
に
お
い
て
N
T
T
グ
ル
ー
プ
、
D
D
I
グ
ル
ー
プ
、
ア
ス
テ
ル
グ

ル
ー
プ
の
各
事
業
者
が
P
H
S
事
業
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

建
設
省
と
し
て
は
、
本
年
一
月
二
六
日
付
け
で
基
地
局

の
道
路
占
用
の
取
扱
い
に
つ
い
て
基
本
方
針
を
定
め
、
基

地
局
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
義
務
占
用
物
件
に
は
当
た

ら
な
い
が
そ
の
公
益
性
は
高
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、

政
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
場
合
に
は
、
原
則
と
し

て
道
路
へ
の
設
置
を
許
可
す
る
こ
と
と
し
た
旨
の
通
達
を

各
道
路
管
理
者
に
発
出
し
た
。
(別
紙
1
)

本
稿
は
、
通
達
に
沿
っ
て
そ
の
内
容
を
紹
介
し
、
今
後

の
参
考
に
供
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

通
達
の
主
な
内
容
と
意
義

ー

基
地
局
の
道
路
占
用
の
基
本
方
針

基
地
局
は
、
第
一
種
電
気
通
信
事
業
者
が
設
置
す
る
第

一
種
電
気
通
信
事
業
の
用
に
供
す
る
施
設
で
は
あ
る
が
、

道
路
法
第
三
二
条
第
一
項
第
一
号
で
規
定
し
て
い
る
占
用

物
件
中
の

｢電
柱
、
電
線
及
び
公
衆
電
話
所
｣
に
は
該
当

し
な
い
た
め
、
道
路
法
第
三
六
条
に
規
定
す
る
い
わ
ゆ
る

義
務
占
用
物
件
に
は
当
た
ら
な
い
。

し
か
し
、
そ
の
公
益
性
は
高
い
も
の
と
考
え
ら
れ
、
ま

た
、
高
度
情
報
化
社
会
の
推
進
に
積
極
的
に
寄
与
す
る
た

め
、
当
該
基
地
局
の
道
路
占
用
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る

義
務
占
用
物
件
に
準
じ
た
扱
い
と
し
、
道
路
法
第
三
三
条

の
規
定
に
基
づ
く
政
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
場
合

に
は
、
原
則
と
し
て
道
路
の
占
用
を
許
可
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

2

基
地
局
の
構
造
等

現
在
設
置
が
予
定
さ
れ
て
い
る
基
地
局
の
外
形
寸
法
等

は
、
概
ね
幅
四
○
伽
、
高
さ
二
五
伽
、
奥
行
き
一
六
m
、

重
量
一
○
贈
程
度
以
下
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
各
事
業
者

ご
と
に
多
少
異
な
る
数
値
で
あ
る
た
め
、
同
程
度
の
外
形

寸
法
等
で
あ
れ
ば
、
そ
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
も
の
と

P
鬮
s
無
線
基
地
局
の
道
路
占
用
の
取
扱
い
に
つい
て

建
設
省
道
路
局
路
政
課
占
用
係
長

矢
島

靖



し
て
取
り
扱

っ
て
よ
い
も
の
で
あ
る
。

後
日
、
別
途
通
知
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

す
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、更
に
、電
線
類
地
中
化
を
推
進

ま
た
、
基
地
局
の
色
彩
に
つ
い
て
は
、
道
路
の
景
観
と

ま
た
、
基
地
局
を
電
主
等
へ
添
加
す
る
場
合
は
、
道
略

す
る
方
針
か
ら
、
電
泉

の
也
中
ヒ
を
テ
う
た
め

笠也

口

い
う
観
点
か
ら
、
周
囲
の
環
境
と
調
和
す
る
も
の
と
し
て

い
る
。

な
お
、
基
地
局
の
電
柱
等
へ
の
具
体
的
な
添
加
形
態
に

つ
い
て
は
、
設
置
の
イ
メ
ー
ジ
図
を
添
付
し
た
路
政
課
長

補
佐
の
事
務
連
絡
で
別
途
通
知
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
の
で

参
考
と
さ
れ
た
い
。
(別
紙
2
)

3

基
地
局
の
占
用
の
場
所

基
地
局
の
占
用
の
場
所
と
し
て
は
、既
存
の
電
柱
･電
話

柱
･公
衆
電
話
所
、公
安
委
員
会
が
設
置
す
る
信
号
機
、
地

下
街
等
の
一
次
占
用
物
件
へ
の
添
加
、道
路
管
理
者
が
設

置
す
る
街
灯
･
横
断
歩
道
橋
等
の
道
路
附
属
物
へ
の
添
加

及
び
基
地
局
の
た
め
の
独
自
の
建
柱
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
う
ち
、
今
回
の
通
達
で
は
占
用
物
件
及
び
道
路
附

属
物
へ
の
添
加
を
原
則
と
し
、
基
地
局
の
た
め
の
独
自
の

建
柱
に
つ
い
て
は
認
め
な
い
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

独
自
の
建
柱
を
要
す
る
も
の
と
し
て
は
、
電
線
類
の
地
中

化
が
行
わ
れ
て
い
る
道
路
等
が
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
場

合
は
、
街
灯
や
ビ
ル
の
壁
面
な
ど
が
基
地
局
の
設
置
場
所

と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
街
灯
、
横
断
歩
道
橋
及
び
信
号
機
な
ど
へ
の
基

地
局
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
取
り
付
け
方
法
な
ど
に
つ
い

て
現
在
調
整
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
他
に
現
在
検
討
･
調
整

さ
れ
て
い
る
地
下
街
等
へ
の
占
用
の
取
扱
い
と
併
せ
て
、

ま
た
、
基
地
局
を
電
柱
等
へ
添
加
す
る
場
合
は
、
道
路

の
景
観
に
も
配
慮
し
、
た
と
え
ば
、
同
一
の
電
柱
等
に
複

数
の
事
業
者
の
基
地
局
を
設
置
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
は
、

各
基
地
局
を
一
つ
の
箱
に
収
容
す
る
か
又
は
各
事
業
者
共

用
の
基
地
局
の
設
置
を
原
則
と
し
て
い
る
が
、
共
用
の
基

地
局
等
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
つ
い
て
は
、
一

本
の
電
柱
等
に
一
事
業
者
の
基
地
局
の
み
の
設
置
を
許
可

1す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

圏

共
用
基
地
局
等

…

①

各
事
業
者
の
基
地
局
を
一
つ
の
箱
に
収
容
す
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
電
波
の
干
渉
等
の
問
題
が
あ
り
、
そ
の
解
決
の
た
め
に

は
、
一
年
程
度
の
期
間
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

②

ま
た
、
各
事
業
者
の
基
地
局
を
一
つ
に
ま
と
め
た
共
用
基
地

局
の
開
発
に
つ
い
て
は
、
各
事
業
者
に
対
し
、
そ
の
開
発
が
要

請
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
共
用
基
地
局
の
開
発
に
は

数
年
の
期
間
を
要
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

③

道
路
管
理
者
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
場
合
の
占
用
料
の
徴
収

方
法
等
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

4

基
地
局
の
占
用
許
可
手
続
等

P
H
S
事
業
は
、
街
中
に
多
数
の
基
地
局
を
設
置
し
て

行
う
事
業
で
あ
り
、
そ
の
道
路
占
用
許
可
の
申
請
手
続
が

煩
頭
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
基
地
局
の
設
置
方
法

に
つ
い
て
は
標
準
的
な
設
置
図
の
添
付
等
、
ま
た
、
典
型

的
な
基
地
局
に
つ
い
て
は
型
式
の
記
載
の
み
と
す
る
な
ど
、

適
宜
、
簡
素
化
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

5

基
地
局
の
占
用
許
可
条
件

基
地
局
の
占
用
許
可
に
当
た
っ
て
一
般
的
な
条
件
を
付

す
る
方
針
か
ら
、
電
線
類
の
地
中
化
を
行
う
た
め
基
地
局

が
添
加
さ
れ
て
い
る
工
作
物
の
改
築
、
移
転
、
除
却
等
を

行
う
必
要
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
P
H
S
事
業
者
が
自
ら

の
費
用
負
担
に
よ
り
そ
の
基
地
局
に
つ
き
必
要
な
措
置
を

講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
明
記
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

6

基
地
局
の
占
用
料

基
地
局
の
占
用
料
に
つ
い
て
は
、
道
路
法
施
行
令
別
表

中

｢法
第
三
二
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
工
作
物
｣
の

項
、
｢変
圧
塔
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の
及
び
公
衆
電

話
所
｣
の
項
を
適
用
し
、
例
え
ば
直
轄
国
道
の
場
合
、
甲

地
で
一
個
に
つ
き
一
年
、
二
、
二
〇
〇
円
と
な
る
が
、
基

地
局
は
、
基
本
的
に
電
柱
へ
の
添
加
等
路
面
の
上
空
に
設

置
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
道
路
に
与
え
る
支
障
が
少
な
い

と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
九
〇
号
通
達
の
一
部
改
正
を
行
い
、

政
令
額
の
五
○
%

(甲
地
で
一
個
に
つ
き
一
年
、
一
、
一

0
0
円
)
と
し
て
い
る
。

基
地
局
に
附
帯
す
る
配
管
及
び
配
線
の
占
用
料
に
つ
い

て
は
、
基
地
局
は
、
基
本
的
に
は
電
柱
な
ど
の
通
信
線
及

び
電
力
線
の
設
置
済
箇
所
に
設
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、

ま
た
、
電
波
法
上
も
基
地
局
の
ア
ン
テ
ナ
、
配
管
及
び
配

線
は
基
地
局
の
一
部
で
あ
る
た
め
、
ア
ン
テ
ナ
を
含
め
、

独
自
の
占
用
料
は
徴
収
し
な
い
こ
と
と
し
て
い
る
。

な
お
、
基
地
局
へ
の
通
信
線
、
電
力
線
等
に
つ
い
て
は
、

各
戸
引
き
込
み
線
扱
い
と
な
る
。



7

そ
の
他

｢4

基
地
局
の
占
用
許
可
手
続
等
｣
に
お
い
て
、
基

地
局
の
占
用
期
間
が
当
分
の
問
一
年
以
内
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
P
H
S
事
業
が
道
路
占
用
と
い
う
面
で
新
し
い

形
態
の
事
業
で
あ
り
、
現
在
検
討
さ
れ
て
い
る
前
述
の
基

地
局
の
占
用
場
所
を
は
じ
め
、
各
事
業
者
に
よ
る
共
用
基

地
局
の
開
発
や
共
用
基
地
局
開
発
ま
で
の
暫
定
的
措
置
で

あ
る
共
用
ボ
ッ
ク
ス
へ
の
収
容
方
法
及
び
電
柱
等
へ
の
取

り
付
け
方
法
並
び
に
地
下
街
等
そ
の
他
の
場
所
に
お
け
る

基
地
局
の
設
置
等
に
つ
い
て
、
今
後
、
各
事
業
者
と
の
調

整
の
必
要
性
が
考
え
ら
れ
る
た
め
の
措
置
で
あ
る
。

な
お
、
調
整
後
に
お
い
て
、
改
め
て
そ
れ
ら
の
取
扱
い

に
つ
い
て
通
知
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
そ
の
後
の
占
用
許

可
に
当
た
っ
て
は
、
通
常
の
占
用
期
間
を
許
可
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

本
通
達
は
、
本
年
七
月
の
P
H
S
事
業
開
始
予
定
を
考

慮
し
た
緊
急
的
か
つ
暫
定
的
性
格
を
有
し
た
も
の
で
あ
り
、

内
容
的
に
は
、
今
後
の
検
討
課
題
を
多
く
残
し
て
い
る
も

の
と
思
わ
れ
る
が
、
本
通
達
で
は
、
基
地
局
の
占
用
の
基

本
方
針
及
び
占
用
料
の
適
用
等
に
つ
い
て
示
さ
れ
て
お
り
、

P
H
S
の
事
業
者
が
、
緊
急
的
に
設
置
を
要
す
る
大
多
数

の
基
地
局
の
占
用
許
可
の
事
務
処
理
に
つ
い
て
は
、
本
通

達
に
よ
り
処
理
さ
れ
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
考
え
る
。

(別
紙
1
)

建
設
省
道
政
発
第
四
号

平
成
七
年
一
月
二
六
日

各
都
道
府
県
知
事

各
政
令
指
定
市
市
長

各
地
方
建
設
局
長

北
海
道
開
発
局
長

沖
縄
総
合
事
務
局
長

道
路
関
係
四
公
団
総
裁
等

殿

建
設
省
道
路
局
長

P
H
S
無
線
基
地
局
の
道
路
占
用
の
取
扱
い
に
つ
い
て

標
記
に
つ
い
て
は
、
別
紙
の
と
お
り
取
り
扱
う
こ
と
と
し
た
の

で
、
事
務
の
処
理
に
遺
憾
の
な
い
よ
う
に
さ
れ
た
い
。

な
お
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
･
ハ
ン
デ
ィ
ホ
ン
･
シ
ス
テ
ム

(簡
易
型

携
帯
電
話
シ
ス
テ
ム
。
以
下

｢
P
H
S
｣
と
い
う
。)
は
、
デ
ジ

タ
ル
コ
ー
ド
レ
ス
電
話
の
子
機
と
同
様
の
携
帯
電
話
機
か
ら
、
街

中
に
設
置
す
る
無
線
基
地
局

(以
下

｢基
地
局
｣
と
い
う
。)
を

介
し
て
一
般
公
衆
回
線
等
に
ア
ク
セ
ス
す
る
新
し
い
形
態
の
移
動

通
信
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
電
気
通
信
事
業
法
第
六
条
第
二
項
に
規

定
す
る
第
一
種
電
気
通
信
事
業
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

P
H
S
の
展
開
を
予
定
し
て
い
る
事
業
者
か
ら
、
平
成
七
年
一
月

に
事
業
許
可
、
同
年
七
月
か
ら
サ
ー
ビ
ス
開
始
の
予
定
で
あ
り
、

郵
政
省
の
事
業
許
可
後
直
ち
に
道
路
占
用
許
可
を
受
け
た
い
旨
の

希
望
が
出
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

都
道
府
県
に
お
か
れ
て
は
、
管
下
道
路
管
理
者

(地
方
道
路
公

社
を
含
む
。
)
に
対
し
て
も
こ
の
旨
周
知
順
い
た
い
。

(別
紙
)

1
,
基
地
局
の
道
路
占
用
の
基
本
方
針

基
地
局
は
、
第
一
種
電
気
通
信
事
業
者
が
設
置
す
る
第
一
種
電

気
通
信
事
業
の
用
に
供
す
る
施
設
で
は
あ
る
が
、
道
路
法
第
三
二

条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
｢電
柱
、
電
線
若
し
く
は
公
衆
電

話
所
｣
に
は
該
当
せ
ず
、
い
わ
ゆ
る
義
務
占
用
物
件
に
は
当
た
ら

▲な
い
。
し
か
し
、
そ
の
公
益
性
は
高
い
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
道
路
法

第
三
三
条
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
と

き
は
、
原
則
と
し
て
占
用
許
可
を
与
え
る
も
の
と
す
る
。

た
だ
し
、
電
線
類
地
中
化
が
想
定
さ
れ
る
道
路
に
お
い
て
は
、

｢
5
1
基
地
局
の
占
用
許
可
条
件
｣
に
従
い
必
要
な
条
件
を
付
す

る
等
、
将
来
の
電
線
類
地
中
化
事
業
の
推
進
に
支
障
と
な
ら
な
い

よ
う
特
段
の
配
慮
を
さ
れ
た
い
。

2
,
基
地
局
の
構
造
等

現
在
予
定
さ
れ
て
い
る
基
地
局
の
構
造
等
は
、
概
ね
幅
四
○
伽
、

高
さ
二
五
皿
、
奥
行
き
一
六
卸

重
量
一
○
喀
程
度
以
下
の
も
の

で
あ
る
。
(ア
ン
テ
ナ
部
分
を
除
く
。
)

基
地
局
の
構
造
等
は
、
概
ね
現
在
予
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に

よ
る
ほ
か
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

の

基
地
局
に
は
、
広
告
物
の
添
加
及
び
塗
装
は
一
切
行
わ
な

い
こ
1と
。

②

基
地
局
の
色
彩
は
、
周
囲
の
環
境
と
調
和
す
る
も
の
で
あ

る
)'｣"と
o

③

基
地
局
の
外
形
寸
法
は
、
概
ね
、
現
在
予
定
さ
れ
て
い
る

大
き
さ
以
下
と
す
る
こ
と
o

燭

基
地
局
の
取
付
け
方
法
は
、
堅
固
で
落
下
等
の
お
そ
れ
が

な
い
よ
う
に
す
る
ほ
か
、
そ
の
取
付
け
に
よ
り
添
加
さ
れ
る

工
作
物
の
倒
壊
等
の
虞
れ
が
生
じ
、
若
し
く
は
道
路
の
構
造

又
は
交
通
に
支
障
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。



建
設
省
道
路
局
路
政
課
課
長
補
佐

P
H
S
無
線
基
地
局
の
街
灯
等
へ
の
設
置
の

取
扱
い
に
つ
い
て

｢P
H
S
無
線
基
地
局
の
道
路
占
用
の
取
扱
い
に
つ
い
て
｣
は
、

平
成
七
年
一
月
二
六
日
付
け
道
政
発
第
四
号
道
路
局
長
通
達
に
よ

り
通
知
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
占
用
許
可
の
審
査
に
当
た
っ
て

は
、
下
記
事
項
に
留
意
願
い
た
い
。

1
.
街
灯
、
歩
道
橋
及
び
信
号
機
な
ど
へ
の
無
線
基
地
局
の
設
置

方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
現
在
調
整
中
で
あ
る
。

2
,
無
線
基
地
局
の
構
造
、
取
付
け
方
法
、
大
き
さ
等
は
、
現
在

予
定
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、

別
添
1

無
線
基
地
局
の
外
観

別
添
2

公
衆
電
話
ボ
ッ
ク
ス
へ
の
基
地
局
設
置
イ
メ
ー
ジ
図

別
添
3

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
型
公
衆
電
話
へ
の
基
地
局
設
置
イ
メ
ー

ジ
図

別
添
4

電
柱
へ
の
基
地
局
設
置
イ
メ
ー
ジ
図

別
添
5

街
灯
へ
の
基
地
局
設
置
イ
メ
ー
ジ
図

の
と
お
り
で
あ
る
。

【別
添
イ
メ
ー
ジ
図
は
省
略
】

3
,
基
地
局
の
占
用
の
場
所

基
地
局
の
占
用
の
場
所
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

の

地
上
に
基
地
局
を
設
置
す
る
場
合
に
は
、
既
存
の
電
柱
、

電
話
柱
、
電
話
ボ
ッ
ク
ス
な
ど
の
工
作
物
及
び
街
灯
な
ど
の

道
路
附
属
物
へ
の
添
加
を
原
則
と
し
、
基
地
局
の
た
め
の
独

自
の
電
柱
等
の
新
設
は
認
め
な
い
こ
と
。

②

複
数
の
事
業
者
の
基
地
局
を
同
一
の
電
柱
等
へ
添
加
す
る

場
合
は
、
一
つ
の
箱
に
収
容
す
る
な
ど
の
共
用
基
地
局
を
原

則
と
す
る
が
、
や
む
を
得
ず
共
用
基
地
局
と
な
ら
な
い
場
合

は
、
一
柱
に
つ
き
一
基
地
局
と
す
る
。

4
.
基
地
局
の
占
用
許
可
手
続
等

基
地
局
の
占
用
許
可
手
続
等
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
お
、
平
成
七
年
一
月
に
郵
政
省
の
事
業
許
可
、
同
年
七
月
サ
ー

ビ
ス
開
始
の
予
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
道
路
占
用
許
可
に
つ
い
て

は
、
予
め
事
前
審
査
を
行
い
、
事
業
許
可
後
遅
滞
な
く
占
用
許
可

を
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
い
。

○

基
地
局
は
、
道
路
法
第
三
二
条
第
一
項
第
一
号
の
｢そ
の

他
の
工
作
物
｣
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
。

②

占
用
許
可
申
請
書
の
添
付
書
類
に
つ
い
て
は
、
典
型
的
な

も
の
に
つ
い
て
は
型
式
の
記
載
の
み
に
す
る
な
ど
、
適
宜
、

簡
素
化
を
図
る
こ
と
o

③

占
用
の
期
間
は
、
当
分
の
間
一
年
以
内
と
す
る
こ
と
。

た
だ
し
、
電
線
類
地
中
化
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に
あ
っ
て

は
、
そ
の
予
定
に
応
じ
、
適
切
な
期
間
と
す
る
こ
と
。

5
,
基
地
局
の
占
用
許
可
条
件

占
用
許
可
に
当
た
っ
て
は
、
一
般
的
な
条
件
の
他
に
次
の
条
件

を
付
す
る
も
の
と
す
る
。

｢道
路
に
関
す
る
工
事
の
た
め
や
む
を
得
な
い
必
要
が
生
じ
た

場
合
及
び
電
線
類
地
中
化
を
行
う
た
め
基
地
局
が
添
加
さ
れ
て
い

る
工
作
物
に
つ
き
改
築
、
移
転
、
除
却
、
そ
の
他
の
措
置
を
行
う

必
要
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
P
H
S
の
事
業
者
が
自
ら
の
費
用
負

担
に
よ
り
基
地
局
を
改
築
、
移
転
、
除
却
、
そ
の
他
必
要
な
措
置

を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｣

6
.
基
地
局
の
占
用
料

の

基
地
局
の
占
用
料
に
つ
い
て
は
、
道
路
法
施
行
令
別
表
中

｢法
第
三
二
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
工
作
物
｣
の
項
、

｢変
圧
塔
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の
及
び
公
衆
電
話
所
｣

の
項
を
適
用
す
る
。

②

基
地
局
に
附
帯
す
る
ア
ン
テ
ナ
、
配
管
及
び
配
線
に
つ
い

て
は
、
基
地
局
の
一
部
で
あ
る
た
め
占
用
料
は
徴
収
し
な
い
。

7
.
そ
の
他

基
地
局
に
係
る
道
路
の
占
用
の
う
ち
、
こ
の
通
達
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
事
務
処
理
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

｢電
気
通
信
設
備
そ
の
他
の
電
気
通
信
事
業
に
係
る
物
件
の
道
路

占
用
の
取
扱
い
に
つ
い
て
｣
(昭
和
六
〇
年
七
月
一
五
日
付
け
建

設
省
道
政
発
第
五
四
号
道
路
局
長
通
達
)
に
よ
る
当
局
へ
の
事
前

の
協
議
を
要
し
な
い
も
の
と
す
る
。

(別
紙
2
)

事

務

連

絡

平
成
七
年
一
月
二
六
日

各
都
道
府
県
担
当
課
長

各
政
令
指
定
市
担
当
課
長

各
地
方
建
設
局
路
政
課
長

北
海
道
開
発
局
建
設
行
政
課
長

沖
縄
総
合
事
務
局
建
設
行
政
課
長

道
路
関
係
四
公
団
担
当
課
長

殿



道路経済調査室

道路防災対策室

道 路 環 境 課

は
じ
め
に

平
成
七
年
度
組
織
･
定
員
改
正
要
求
に
お
い
て
、
道
路

局
と
し
て
は
、
一
九
年
ぶ
り
に
新
し
い
課
の
設
置

(｢道

路
環
境
課
｣)
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
平
成
四

年
度
よ
り

(安
全
環
境
課
等
と
し
て
)
要
求
さ
れ
て
き
た

も
の
で
あ
り
、
今
回
は
、
国
道
第
一
課
と
国
道
第
二
課
を

統
合
す
る
こ
と
と
併
せ
て
設
置
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ

り
、
次
に
そ
の
概
要
等
を
紹
介
し
ま
す

(図
1
･
2
)。

一

｢道
路
環
境
課
｣
の
設
置

道
路
環
境
課
は
、
従
前
、
企
画
課
に
お
い
て
担
当
し
て

2 国道課の設置 (国道第一課と国道第二課の統合)

道路整備調整室

き
た
事
務
の
う
ち
、

ア

道
路
と
自
然
･
生
態
系
と
の
調
和
、
良
好
な
沿
道

環
境
整
備
等
の
道
路
環
境
行
政
に
係
る
事
務

イ

高
齢
化
社
会
を
踏
ま
え
た
安
全
で
信
頼
性
の
高
い

交
通
環
境
の
整
備
を
図
る
道
路
交
通
安
全
行
政
に
係

る
事
務

ウ

高
度
情
報
化
社
会
に
対
応
し
た
道
路
情
報
施
設
等

に
関
す
る
事
務

等
に
つ
い
て
、
計
画
調
整
、
事
業
調
整
及
び
各
種
関
連

制
度
の
運
用
や
新
た
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
施
策
の
立
案

等
、
道
路
局
の
横
断
的
な
業
務
を
強
化
す
る
た
め
設
置
し

た
も
の
で
あ
り
ま
す

(図
3
･
4
)
。

道路経済調査室 ÷ごト
道路防災対策室

道路環境対策室

国 道 第 一 課

国 道 第 二 課

図 1 道路局の組織再編

建設省道路局道路総務課前予算第二係長 大野 和也

道路局の組織再編について
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図 2 道路局組織変遷図 (建設省設置 S 23,7,10)

駐車場整備調整官

建 設 専 門 官

沿道環境専門官

道 路 環 境 課 課長補佐 総 務 係

課長補佐 環 境 調 査 係

環 境 計 画 係

課長補佐 環 境 調 整 係

交 通 環 境 係
情報システム係

図 3 道路環境課 組織図 (組織決定時のもの (以下同))

国
道
課
は
、
実
質
上
、
国
道
第
一
課
と
国
道
第
二
課
の

統
合
で
あ
り
、
昭
和
三
六
年
に
一
級
国
道
課
及
び
二
級
国

道
課
に
分
課
し
て
以
来
三
四
年
振
り
の
新

｢国
道
課
｣
の

設 道 統
こ 置 課 合 国 一

道路事業調整官包 と に で 道 一
こ
れ
は
、
従
前
、
一
般
国
道
の
う
ち
直
轄
国
道
に
つ
い

て
は
、
国
道
第
一
課
が
工
事
の
実
施
、
維
持
の
実
施
等
を

な 道路計画調整官

建 設 専 門 官｢国
道
課
｣
の
設
置

つ = 建 設 専 門 官
ね痒 ,謨 霜 企 ■ 課 課長捕佐

･ 聡溌撚
課長補佐 企 画 第 一 係

課長補佐 企 画 第 二 係

課長補佐
l 溥基, 第三係

t- -÷一三冊 国 際 調 査
一篠

課長補佐 調 査 第 一 係

課長補佐 調 査 第 三 係

蛮第 道路防災対策室 課長補佐 E 一驚獺諜
級 課
国 の 図 4 企画課 新組織図
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担
当
し
、
補
助
国
道
に
つ
い
て
は
、
国
道
第
二
課
が
工
事

の
指
導
、
監
督
、
助
成
等
を
担
当
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
が
、
昨
今
、
公
共
事
業
の
整
備
を
進
め
る
に
あ
た
っ

て
、
従
前
に
も
増
し
て
効
率
的
、
効
果
的
な
事
業
実
施
が

求
め
ら
れ
て
き
て
お
り
、
一
般
国
道
に
つ
い
て
も
管
理
者

は
異
な
る
も
の
の
そ
の
機
能
が
比
較
的
近
い
、
直
轄
国
道

と
補
助
国
道
の
両
道
路
に
つ
い
て
、
総
合
的
、
計
画
的
な

事
業
執
行
が
よ
り
一
層
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
今
般
、
両
課
を
統
合
し
、
全
国
的
な
一
般
国
道
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
よ
り
一
層
効
率
的
、
計
画
的
に

実
施
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
併
せ
て
課
内
に

｢道
路
整
備
調
整
室
｣
を
設
置

し
、
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
効
率
的
な
形
成
を
図
る

た
め
の
整
備
の
基
本
方
針
の
決
定
及
び
指
導
等
、
一
般
国

道
の
整
備
の
調
整
に
係
る
事
務
を
所
掌
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す

(図
5
)
。

三

｢道
路
利
用
調
整
室
｣
の
設
置

従
来
道
路
の
一
般
交
通
以
外
へ
の
利
用
に
関
す
る
調
査
、

企
画
及
び
指
導
に
つ
い
て
は
、
路
政
課
に
お
か
れ
た
道
路

利
用
調
整
宮
の
下
で
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
近
年
の
高

度
情
報
化
社
会
を
背
景
と
し
た
、
C
A
T
V
事
業
施
設
、

簡
易
型
携
帯
電
話
の
無
線
基
地
局
等
の
道
路
空
間
へ
の
設

置
、
災
害
時
の
消
防
活
動
の
円
滑
化
や
都
市
景
観
の
向
上

を
目
的
と
し
た
電
線
類
地
中
化
の
要
請
な
ど
、
道
路
の
利

用
に
つ
い
て
の
利
用
者
や
関
係
省
庁
と
の
調
整
の
重
要
性

課長補佐 l
総 務 係

　 　 　
課長補佐

t 搜画鷁-燻

課長補佐 F 一“
計画第二係
　 　 　

課長補佐 t
維 持 修 繕 係

　　　　

係
係
係

係
係

係
係
係

係
係
係

係
係

　

　

　
　

　

務
務
査

第
術

第
梁
装

修

全

調
備

画

画

持
同
澱
画

総
業
藍

計
技

計
橘
舖

維
共
交

計
整

佐
l 鑿画摺整無

　
　

官

F

専

策

専

路

　
　
　

保

建

特

路道

有料道路課 道路環境課

道路整備調整室長

図 5 国道課 新組織図

が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
課
に
新
た
に
道
路
利
用

調
整
室
を
設
置
し
、
道
路
の
利
用
に
か
か
る
事
務
を
所
掌

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

高速国道課

お
わ
り
に

私
事
に
な
り
ま
す
が
、
二
〇
年
前
国
道
第
二
課
に
採
用

さ
れ
た
筆
者
と
し
ま
し
て
は
、
一
抹
の
寂
し
さ
を
伴
っ
た
、

組
織
再
編
と
な
り
ま
し
た
が
、
新
組
織
に
よ
り
、
道
路
整

備
五
箇
年
計
画
の
目
標
で
あ
る

『｢ゆ
と
り
社
会
｣
の
実

現
に
向
け
た
道
づ
く
り
』
に
、
な
お
一
層
寄
与
す
る
も
の

と
信
じ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
に
よ
り
、
道
路
局
内
の
課
の
配
置
も
図
6

の
よ
う
に
変
更
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

図 6 道路局新配置図 (I F )

　

道

改

方地

骼

道路交通管理課

, A 会議室等

画企

道 路 総 務 課
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一
は
じ
め
に

近
年
、
長
距
離
ト
リ
ッ
プ
が
増
大
し
、
女
性
や
高
齢
者

ド
ラ
イ
バ
ー
が
増
加
す
る
な
か
で
、
安
全
で
快
適
な
道
路

交
通
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、
一
般
道
路
に
お
い
て
も
高

速
道
路
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
の
よ
う
な
、
誰
に
で
も
安
心

し
て
利
用
で
き
る
公
的
な
休
憩
施
設
を
整
備
す
る
必
要
性

が
増
し
て
い
る
。

｢道
の
駅
｣
は
、
駐
車
場
、
ト
イ
レ
等
の
休
憩
機
能
に

加
え
、
工
事
規
制
、
峠
の
気
象
状
況
や
道
案
内
等
の
道
路

情
報
、
人
･
歴
史
･
文
化
･
風
景
･
産
物
等
の
地
域
情
報

を
提
供
す
る
機
能
や
道
を
軸
と
し
て
広
域
的
な
地
域
の
結

び
つ
き
を
強
化
す
る
機
能
を
併
せ
持
っ
た
一
般
道
路
の
多

機
能
型
休
憩
施
設
で
あ
る
。
平
成
七
年
四
月
一
日
現
在
、

既
に
全
国
一
八
一
箇
所
の
｢道
の
駅
｣
が
誕
生
し
て
い
る
。

こ
の

｢道
の
駅
｣
に
つ
い
て
は
、
余
暇
時
間
の
増
大
に

よ
る
レ
ジ
ャ
ー
交
通
の
増
加
･
広
域
化
へ
の
対
応
、
心
の

豊
か
さ
を
求
め
る
時
代
の
要
請
か
ら
人
と
人
と
の
交
流
の

場
と
し
て
の
機
能
等
、
近
年
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化

を
背
景
と
し
て
、
そ
の
整
備
に
対
す
る
地
域
の
要
請
が
高

ま
…
っ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
｢道
の
駅
｣
の
内
容
、
建
設
省
の
取
り
組

み
等
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

三

｢道
の
駅
｣
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト

｢道
の
駅
｣
は
、
道
路
管
理
者
等
が
整
備
す
る
休
憩
施

設
と
、
地
域
の
市
町
村
等
が
設
置
し
、
道
路
や
地
域
に
関

す
る
情
報
提
供
を
は
じ
め
と
し
た
様
々
な
機
能
を
持
つ
施

設
を
一
体
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
休
憩
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
契
機
と
し
て
道
路
利
用
者
と
地
域
と
を
結
び
つ
け
る
新

し
い
社
会
空
間
と
い
え
る
o

｢道
の
駅
｣
で
は
、
以
下
に
示
す
三
つ
の
機
能
を
基
本

と
し
て
備
え
つ
つ
、
地
域
の
創
意
工
夫
に
よ
り
社
会
の
ニ
ー

ズ
の
変
化
に
対
応
し
て
変
化
･
発
展
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。①

休
憩
機
能

道
路
利
用
者
が
い
つ
で
も
自
由
に
休
憩
し
、
清
潔

な
ト
イ
レ
を
利
用
で
き
る
快
適
な
休
憩
施
設
で
あ
る

こ
"と
0

②

情
報
交
流
機
能

人
と
人
、
人
と
地
域
の
交
流
に
よ
り
、
地
域
の
持

つ
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
い
、
地
域
振
興
が
図
か
れ
る

よ
う
人
･
歴
史
･
文
化
･
風
景
･
産
物
等
の
地
域
に

関
す
る
情
報
を
提
供
で
き
る
こ
と
。

③

地
域
の
連
携
機
能

3 0 道行セ 95.4

『道
の
駅
』
に
つ
い

建
設
省
道
路
局
国
道
課
道
路
整
備
調
整
室
係
長

島
内村

+喜
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地
域
が
一
体
と
な
っ
て

｢道
の
駅
｣
を
つ
く
る
と

と
も
に
、
地
域
と
地
域
が
道
路
を
軸
と
し
て
協
力
す

る
な
ど
、
地
域
内
外
の
連
携
の
場
と
な
り
、
｢道
の

駅
｣
を
契
機
と
す
る
広
域
的
な
交
流
と
連
携
に
よ
り
、

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
。

三

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
と

｢道
の
駅
｣

近
年
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
関
す
る
キ
ー
ワ
ー

ド
と
し
て
、
余
暇
時
間
の
拡
大
、
交
流
の
進
展
の
二
つ
を

挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

労
働
時
間
短
縮
の
動
き
と
と
も
に
人
々
の
余
暇
時
間
は

着
実
に
増
加
し
て
お
り

(図
1
)、
道
路
整
備
に
お
い
て

も
こ
れ
ら
余
暇
時
間
の
活
動
を
支
援
す
る
取
り
組
み
の
必

要
性
が
増
し
て
い
る
。
建
設
省
で
は
、
高
規
格
幹
線
道
路

等
の
整
備
や
休
日
渋
滞
対
策
事
業
等
、
レ
ジ
ャ
ー
活
動
に

お
い
て
安
全
で
快
適
に
移
動
で
き
る
道
路
交
通
環
境
の
整

備
を
行
っ
て
い
る
。
｢道
の
駅
｣
で
は
、
広
域
化
す
る
レ

ジ
ャ
ー
交
通
へ
休
憩
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

道
に
不
慣
れ
な
観
光
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て
周
辺
の
道
案

内
を
行
う
等
に
よ
り
安
全
性
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

一
方
、
近
年
、
人
々
の
価
値
観
は
物
の
豊
か
さ
か
ら
心

の
豊
か
さ
へ
と
変
化
し
つ
つ
あ
り
、
｢平
成
五
年
度
国
民

生
活
白
書
｣
(経
済
企
画
庁
)
で
は
、
余
暇
時
間
の
増
加

J道行セ 95,4 J !

に
伴
い
、
趣
味
や
価
値
観
を
共
有
す
る
人
々
と
の
交
流
を

M

通
じ
た
自
己
実
現
が
評
価
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
指
摘
し
て
い

る

(図
2
)
。

｢道
の
駅
｣
で
は
地
域
の
創
意
工
夫
に
よ
り
公
民
館
、

多
目
的
広
場
や
劇
場
等
、
人
々
が
交
流
す
る
施
設
の
併
設

が
可
能
で
あ
り
、
周
辺
の
広
域
的
な
地
域
か
ら
道
路
を
介

し
て
人
々
が
集
ま
る
賑
わ
い
の
場
が
形
成
さ
れ
、
人
と
人

の
交
流
に
よ
り
心
の
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
地
域
づ
く
り

に
役
立
つ
と
期
待
し
て
い
る
o

　　　

　
　

　

　
　　
　

　
　
　
　

　

年

な
高
乳

男

1 . 総務庁 ｢社会生活基本調査｣ (昭和51年、 平成 3年) に

より作成。
2 . ここでいう自由時間は、 生理的に必要な活動 (睡眠等)

や社会生活を行う上で業務的を性格の高い活動 (仕事、
家事等) 以外のための各人が自由に使える時間であり、
統計上の第 3次活動の時間である。
3 , 週全体で平均した 1日当たりの時間 (男女計) である。
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図 2 週休 2日が進むほど積極的な過ごし方が増える

考) 1 . 総務庁 ｢社会生活基本調査｣ (平成 3年) により作成。
2 , 雇用者 (男女計) の週全体で平均した 1日当たりの時

間である。 図中の数字の単位は ｢時間、 分｣ である。
3 , 隔 週｣ とは隔週または月 2回の週休 2日、 ｢完全J と
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四

｢道
の
駅
｣
に
対
す
る
支
援

先
に
述
べ
た

｢道
の
駅
｣
の
三
つ
の
基
本
機
能
が
有
効

に
機
能
す
る
よ
う
、
建
設
省
で
は
、
地
域
の
市
町
村
や
関

係
道
路
管
理
者
と
連
携
し
つ
つ
様
々
な
支
援
を
実
施
し
て

い
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
に
着
目
し
、
そ
の

具
体
的
な
内
容
を
紹
介
す
る
。

①

質
の
高
い
休
憩
機
能
の
確
保

｢道
の
駅
｣
に
つ
い
て
は
、
公
共
的
な
休
憩
施
設

と
し
て
質
の
高
い
休
憩
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
配
慮
し

つ
つ
整
備

･
運
営
を
行

っ
て
い
る
。
駐
車
場
に
つ
い

o の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　

きざ議ささこぎぬき選ぶ讓轤講 霧佑碁
写真 - 障害者用トイレ、 スロープを備えたトイレ -濃

写真 2 案内標識の例 (埼玉県荒川村)

て
は
、
道
路
交
通
の
状
況
や
周
辺
の
土
地
利
用
形
態

等
を
勘
案
し
合
理
的
に
そ
の
容
量
を
決
定
す
る
他
、

障
害
者
専
用
駐
車
マ
ス
や
ス
ロ
ー
プ
を
設
け
る
よ
う

努
め
て
い
る
。

ま
た
、
ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
等
地
域
側

の
施
設
管
理
者
の
協
力
を
頂
き
、
二
四
時
間
清
潔
に

利
用
で
き
る
よ
う
そ
の
維
持
管
理
に
努
め
る
と
と
も

に
、
障
害
者
用
ト
イ
レ
の
設
置
も
図
っ
て
い
る
。

こ
の
他
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
計
画
的
に
休
憩
で
き
る

よ
う
案
内
標
識
の
設
置
や
道
路
マ
ッ
プ
へ
の
掲
載
な

ど
を
行
う
と
と
も
に
、
｢道
の
駅
｣
へ
の
安
全
な
出

帆き
　
　

入
り
を
可
能
と
す
る
右
折
レ
ー
ン
の
設
置
や
周
辺
の

歩
道
整
備
な
ど
安
全
な
休
憩
施
設
と
す
る
た
め
の
関

連
施
設
整
備
も
必
要
に
応
じ
実
施
し
て
い
る
。

②

情
報
提
供
の
充
実

｢道
の
駅
｣
に
は
、
地
域
側
の
施
設
内
道
路
や
地

域
に
関
す
る
案
内
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
お
り
、
駅

長
と
呼
ば
れ
る
案
内
人
を
置
き
周
辺
の
道
案
内
、
観

弘

光
地
、
宿
泊
所
の
紹
介
等
の
情
報
提
供
を
行
っ
て
い

セ-丁

る
。
こ
こ
で
提
供
す
る
情
報
の
内
容
、
接
客
の
こ
っ

藏

等
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る

｢道
の
駅
｣
連
絡
会
の

鉈

研
修
活
動
等
を
通
じ
、
｢道
の
駅
｣
間
で
情
報
交
換

写真 3 案内コーナーでの情報提供

(山梨県富沢町)



等
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
利
用
者
が
話
し
か
け

制
区
間
が
連
な
る
た
め
、
I
T
V
画
像
に
よ
る
路
面

が
形
成
さ
れ
、
地
域
内
外
の
交
流
の
促
進
が
期
待
さ

や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。

状
況
案
内
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
の
情
報
を
提
供
す

れ
る
。
獣
内
の
イ
ベ
ン
ト
広
場
等
を
活
用
し
て
、
･

ま
た
、
山
間
部
等
の
規
制
区
間
連
担
部
や
、
積
雪
･

路
面
凍
結
の
恐
れ
の
あ
る
区
間
等
、
道
路
情
報
を
提

供
す
る
必
要
が
あ
る

｢道
の
駅
｣
で
は
、
道
路
管
理

者
が
情
報
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
整
備
し
道
路
情
報
の
提
供

に
努
め
て
い
る
o

例
え
ば
、
山
形
県
の
国
道
一
一
二
号

(月
山
道
路
)

に
面
す
る

｢道
の
駅
｣
月
山
で
は
、
周
辺
に
冬
季
規

#
“
‘
〆
〆感
ぜ謙
賤
も
ぎ逡

写真 4 情報ターミナルの整備例 (静岡県富士市)

る
情
報
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
設
置
し
て
い
る
。

今
後
と
も
、
道
路
管
理
者
と
地
域
の
協
力
に
よ
り
、

安
全
な
道
路
交
通
の
確
保
、
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
多

様
化
･
高
度
化
の
観
点
か
ら
、
必
要
な
情
報
の
提
供

に
努
め
た
い
。

③

交
流
の
促
進

｢道
の
駅
｣
で
は
人
々
が
立
ち
寄
る
賑
わ
い
の
場

写真 5 ｢道の日｣ イベントでのにぎわい (茨城県桂村)

メメ!!
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柳

脚

脚

閲

脚

脚
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御
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0

うJ

れ
る
。
獣
内
の
イ
ベ
ン
ト
広
場
等
を
活
用
し
て
、
村

3

祭
り
、
青
空
市
、
コ
ン
サ
ー
ト
等
、
各
種
の
イ
ベ
ン

M

ト
を
実
施
し
盛
況
を
博
し
て
い
る
事
例
も
多
数
報
告

セ行

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
数
も

｢道
の
駅
｣
の
進
展
と
と

道

も
に
増
加
し
て
い
る

(図
3
)。
例
え
ば
、
島
根
県

の
国
道
五
四
号

｢道
の
駅
｣
掛
合
の
里
で
は
、
毎
年

冬
に
駅
内
で
カ
キ
祭
り
を
開
催
し
、
姉
妹
都
市
で
あ

る
広
島
県
音
戸
町
の
特
産
物
カ
キ
を
山
里
で
販
売
し

イ
ベ
ン
ト
数
(件
〕

鈎

脚

80

60

犯

20

0
4

月

　

　
　
ら
か
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夏
冬

図 3 ｢道の駅｣ 登録数とイベント件数の推移
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て
い
る
。
以
前
に
役
場
前
広
場
で
実
施
し
て
い
た
頃

に
比
べ
、
参
加
者
数
、
販
売
額
共
に
飛
躍
的
に
増
加

し
て
お
り
、
県
内
の
広
い
地
域
か
ら
参
加
者
を
集
め

て
い
る
。

｢道
の
駅
｣
に
つ
い
て
は
、
そ
の
整
備

･
運
営
に
関
す

る
ノ
ウ
ハ
ウ
の
交
換
や
蓄
積
、
共
通
の
広
報
活
動
、
サ
ー

ビ
ス
向
上
の
た
め
の
研
修
活
動
等
を
行
う
た
め
、
｢道
の

駅
｣
連
絡
会
が
各
地
で
発
足
し
各
種
の
支
援
活
動
を
実
施

し
て
お
り
、
交
流
促
進
に
向
け
て
そ
の
活
動
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。

更
に
、
｢道
の
駅
｣
を
活
用
し
交
流
を
促
進
す
る
た
め

に
は
、
｢道
の
駅
｣
の
存
在
を
一
般
に
理
解
し
て
も
ら
う

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
建
設
省
は
関
係
道
路
管
理
者
、
沿

道
自
治
体
、
さ
ら
に
は
、
｢道
の
駅
｣
連
絡
会
と
協
力
し

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
等
を
通

じ
て
広
報
活
動
に
努
め
て
い
る
。

秘　　　　
写真 7 ｢道の駅｣ シンポジウ

五

お
わ
り
に

｢道
の
駅
｣
に
つ
い
て
は
、
先
に
述
べ
た
三
つ
の
基
本

機
能
に
加
え
、
社
会
の
要
請
に
的
確
に
対
応
し
つ
つ
、
必

要
な
機
能
を
備
え
る
よ
う
柔
軟
に
対
応
し
て
ゆ
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。
今
後
と
も
、
地
域
の
市
町
村
や
関
係
道
路

管
理
者
と
連
携
を
図
り
つ
つ
、
地
域
の
創
意
工
夫
を
活
か

し
た
個
性
豊
か
な

｢道
の
駅
｣
を
育
て
て
い
き
た
い
。

3 4 道行セ 95.4
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ふき
な
い

き
き
ゼミ
で

　
　

　なぜいいそでできききさききミ

　　　　
　　　　

きメ〕
※＼冬ハピ

ミ

　 　　

未来 ･都市型 ｢道の駅｣川口 ･あんぎょう (一般国道298号 埼玉県川口市)

ききさきまききざきざできこご′

　　
　　　　
　　　　　　　　　　べ等

　 　　　 　　

さミ櫻嚢講
歴史 ･街道型 ｢道の駅｣ 賎母 (一般国道19号 長野県山口村)
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《道
路
管
理
の
実
態
報
告
》

本
州
四
国
連
絡
道
路
に
お
け
る
管
理
概
要
及
び

道
路
情
報
提
供
施
譲
に
つ
い
て

本
州
四
国
連
絡
橋
公
団

業

務

部

管

理

課

同

維
持
施
設
部
維
持
企
画
課

一

は
じ
め
に

本
州
四
国
連
絡
道
路
は
、
本
州
と
四
国
を
連
絡
す
る
重

要
な
幹
線
道
路
で
あ
り
、
円
滑
か
つ
安
全
な
通
行
の
確
保

が
も
と
よ
り
重
要
な
業
務
で
あ
る
が
、
気
象
条
件
の
厳
し

い
海
峡
部
に
は
長
大
橋
梁
を
有
し
、
代
替
道
路
が
な
い
こ

と
か
ら
維
持
管
理
･
交
通
管
理
に
あ
た
っ
て
は
通
常
の
高

速
道
路
そ
の
他
の
道
路
と
は
多
少
異
な
る
対
応
を
求
め
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、
関
連
道
路
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成

も
進
ん
で
き
て
お
り
、
神
戸
･
鳴
門
ル
ー
ト
の
全
通
時
に

は
京
阪
神
地
区
と
も
直
接
連
絡
す
る
こ
と
に
な
る
こ
と
か

ら
、
維
持
管
理
技
術
の
開
発
、
適
切
な
交
通
管
理
業
務
の

推
進
が
今
後
と
も
一
層
求
め
ら
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

今
回
、
維
持
管
理
･
交
通
管
理
の
概
況
と
道
路
情
報
提

供
施
設
に
つ
い
て
紹
介
す
る
こ
と
に
す
る
。

二

維
持
管
理
･
交
通
管
理
の
概
況

1

本
州
四
国
連
絡
橋
の
概
要

本
州
四
国
連
絡
橋
は
、
神
戸
･
鳴
門
ル
ー
ト

(
一
般
国

道
二
八
号
"
神
戸
市
ー
鳴
門
市
)、
児
島
･
坂
出
ル
ー
ト

(
一
般
国
道
三
〇
号
…
岡
山
県
早
島
町
ー
坂
出
市
、
鉄
道

本
四
備
讃
線
…
倉
敷
市
-
香
川
県
宇
多
津
町
)、
尾
道
･

今
治
ル
ー
ト
(
一
般
国
道
三
一
七
号
…
今
治
市
-
尾
道
市
)

の
三
ル
ー
ト
か
ら
な
り
、
計
画
延
長
一
七
七
･
五
師
の
道

路
及
び
三
五
･
九
畑
の
鉄
道
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
平
成

六
年
度
に
お
い
て
供
用
管
理
さ
れ
て
い
る
の
は
、
神
戸

･

鳴
門
ル
ー
ト
四
五
･
二
如
、
児
島
･
坂
出
ル
ー
ト
三
七
･

三
如
、
尾
道
･
今
治
ル
ー
ト
三
五
･
九
蝋
の
計
一
〇
八
･

四
如
の
区
間
で
あ
り
、
計
画
延
長
に
対
す
る
管
理
延
長
の

比
率
は
約
六
割
と
な
っ
て
い
る
。

2

維
持
管
理
の
概
要

本
州
四
国
連
絡
道
路
の
維
持
管
理
と
し
て
特
筆
す
べ
き

｢長
大
橋
梁
の
維
持
管
理
｣
に
つ
い
て
述
べ
る
。

の

海
峡
部
長
大
橋
梁
の
維
持
管
理
の
特
徴

長
大
橋
梁
の
維
持
管
理
上
の
特
徴
と
し
て
は
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

①

他
の
代
替
ル
ー
ト
が
な
い
。
こ
の
た
め
、
常
に
安

全
で
円
滑
な
交
通
を
確
保
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

②

長
大
橋
梁
は
動
く
橋
で
あ
る
。
例
え
ば
、
中
央
支

間
一
、
○
○
o
m
級
の
吊
橋
で
は
、
荷
重
と
温
度
変

化
に
よ
り
桁
端
は
一
m
以
上
も
伸
縮
し
、
ま
た
鉛
直

方
向
に
は
四
m
程
度
の
た
わ
み
を
生
じ
、
さ
ら
に
風

に
よ
り
水
平
方
向
に
も
数
m
の
変
形
を
生
じ
る
構
造

に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
長
大
橋
梁
を
維
持
管

理
し
て
い
く
に
は
、
日
常
行
わ
れ
て
い
る
点
検
管
理
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/ ＼
＼

＼＼＼門鱗開聽車適

中国縦貫自動車道

" 中国横断自動車道　　　
　　　　　　
◎

中国横断自動車道
尾道松江線

O
尾道

◎

山陽自動車道

福山

　
倉敷

べく児島坂出ルート)1
(S .63.4.鱒供用)

櫃石島橋

下津井瀬戸大橋 櫃石島

下津井瀬戸

(尾撥‐今治ルー リ

大三島橋
S.54.5.13供用)
大
三
島

京案和自動車道
自動車道 近畿自動車道近畿自動車道 紀勢西宮線 名古屋大阪線

大阪
関西国際空港線

神戸 日

明石海峡

岩黒島

洲　　　　
　
高松

尾道大橋

" 生口橋 }-68.2話引畿) 向 (日-3.12刃一部供用)′ 東
出
1 因島大橋 l 因島査向
(S‐58‐!2‐4供用)

尾通水道
島

因霧 生口島

入
口

io年度完成予定) 向島

-聾藝覇野醸矼 . 大三島
(H .lo年度完成予定)

岩黒島橋 北備讃瀬戸大橋･南備諦瀞‐大橋 坂出螫盤
与島橋 動

車
道

礬道与% #“

今治･

今治

来島第三大橋
松山

瀬戸中央自動車道
本四備讃線

西瀬戸自動車道

　　

見近島
l伯方.大島大橋｣(S .63、1.17供用)

蓬 大鳥

〔呑

　　　　
(H .10年度完成予定)

来島第ニ大橋
来島第一大橋

馬島 来 島 海 峡

神戸 ･鳴門 児島 ･坂出 尾道 ･今治 計 (km)本四連絡橋
凡

例 こニコ供用中 E三ヨ工事中 計 画 80‐8 37.3 59･4

供用中 45.2 37.3 25.9

177.5

l08.4

平成 7年 4月現在

注) ① 左表は道路分

② 鉄道分の供用は本四備讃線の32.4km
③ この他に西神地区8.8kmがある。

本州四国連絡橋図


